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取扱 説明 書 


アル イン コ の 製品 を お 買い 上 げ い た だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 

本 機 は 免許 、 資 格 不要 の 特定 小 電力 無線 機器 で す 。 日 本 国内 な ら 誰 で も 用 途 を 問わ ず 、 
加 種 通信 に お 使い いた だ け ま す 。 本 機 の 性 能 を 十分 に 発揮 させ る た め に 、 こ の 取扱 説 
明 書 を 最後 まで お 読み いた だ く よ う お 願い いた し ます 。 アフ ター サー ビス な ど に つい 
て も 記載 し て いま す の で 、 こ の 取扱 説明 書 は 必ず 保管 し て くだ さい 。 ま た 補足 シー ト 
や 正誤 表 な ど が 入っ て いる 場合 は 取扱 説明 書 と 合わ せ て 保管 し て くだ さい 。 


本 機 は 日 本 国内 専用 モデ ル で す 。 海 外 で は 使用 で きま せん 。 
This product is intended for use only in Japan. 


還 還 アプ し イ つ つつ 株 式 会 社 画 呈 間 間 蘭 77777/ 


安全 上 の ご 注意 


を 安全 上 の ご 注意 $$$ 


本 機 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安 全 上 の ご 注意 」 を ご 使用 の 前 に お 読み く 
だ さい 。 


この 取扱 説明 書 で は 、 本 機 を 安全 に 正しく お 使い いた だ き 、 あ な た や 他 の 人 々 
へ の 危害 や 財産 へ の 損失 を 未然 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 絵 表示 を し て い 
ます 。 そ の 表示 と 意味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 内 容 を よく 理解 し て か ら 本 
文 を お 読み くだ さい 。 


表 示 表示 の 意味 
この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また は 重傷 
/N 危険 | を 負う 危険 が 差し 迫っ て 生じ る こと が 規定 され る 内 容 を 示し て いま 
す 。 
人 半生 この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また は 重傷 
呈 | を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 
この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 傷害 を 負う 可能 
/N 注意 | 性 が 想定 され る 内 容 、 及 び 物 的 損害 の み の 発生 が 想定 され る 内 容 を 
示し て いま す 。 


図 記号 表示 の 意味 

八 記号 注意 (危険 ・ 警告 含む お ) を 促す 内 容 が ある こと を 告げ 

/N It 

刀 の 中 に は 具体 的 な 注意 内 容 が 描か われ て いま す 。 

〇 記号 は 、 行 為 の 禁止 で お る こと を 告げ る も の で す 。 
図 の 中 や 近傍 に 具体 的 な 禁止 内 容 が 描か れ て いま す 。 

偽 記 号 は 、 行 為 を 強制 し た り 指示 する 内 容 を 告げ る も の で す 。 

人 | 図 の 中 に 具体 的 な 指示 内 容 ( 左 較 の 場合 は AC アダ プター を コン 

セン ト か ら 抜 け ) が 描か れ て いま す 。 


本 製品 の 故障 、 誤 動作 、 不 具合 、 あ る い は 停電 な どの 外部 要因 に て 通信 な どの 
会 を 失っ たため に 生じ た 損害 な どの 純粋 経済 損害 に つき まし て は 、 当 社 は 一 
切 その 責任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 


小 危 険 


電源 ケー ブル 接続 の 際 は 、 極 性 を 間違え な いよ う 十 分 注意 し て くだ さ 
い 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 赤 の 配線 は プラ ス (  ) 極 、 
黒 の 配線 は マイ ナス ( 一 ) 極 で す 。 

本 機 の 定格 電源 、 電 圧 は DC13.8V と DC26.4V で いわ ゆる 12V 車 
と ら 4V 車 に 自動 的 に 対応 し ます 。 ら 9V 以上 の 電圧 が 掛か る と 故障 、 
火災 、 感 電 の 原因 と な り ま す 。12V 以下 、15 - 89V 程度 の 電圧 だ 
と 電源 が オン し な い 、 定 格 通 り の 出力 が 出 な い 、 な どの 不具 合 の 原因 
と な り ま す 。 

必ず 付属 の 電源 ケー ブル を お 使い くだ さい 。 電 源 ケ ー ブ ル を 細く する 
と 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


万 が 一 内 部 か ら も れ た 液 が 目 に 入っ た と き は 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗 
い 、 医 師 の 治療 を 受け て くだ さい 


画 使 用 環境 ・ 条 件 


雷鳴 が 聞こ えた と き に は 、 沙 画 の お それ が あり ます の で 、 本 機 に は 触 
れ な いで くだ さい 。 感電 の 原因 に な り ま す 。 


GS 分 解 ・ 改 造 ・ 修 理 し な いで くだ さい 。 取扱 説 明 書 に 記載 ぐれ て いる 場 


(5 


に イー プ 
「] 


合 を 除き 、 ケ ー ス な ど を 外し 、 内 部 に ぬ ふれ る こと は さけ て くだ さい 
火災 ・ 感 電 ・ け が の 原因 に な り ま す 。( 改造 は 電波 法 違反 に な り ま す 。) 


周り に 花 び ん な ど 、 液 体 の 入っ た 容器 を 置か な いで くだ さい 。 液体 が 
こぼれ て 無線 機内 部 に 水 が 入る と 、 炊 災 ・ 感 電 の 原因 と な り ま す 。 


X 湿度 の 高い 所 や 、 冷 た い 所 か ら 急 に 温か い 所 へ 移動 し ます と 、 本 機 に 

> 、 久 が つく 場合 が あり ます 。 露 が つく と 本 機 の 動作 に 悪影響 を 与え 、 故 

se ] 障 の 原因 と な り ま す の で 、 よ く 乾 燥 させ 、 串 を よく 取り 除い て か ら ご 
使用 くだ さい 


あの る の る あの の の の の の の 


万 一 、 発 煙 、 異 臭 、 異 音 な どの 異常 が ある 場合 は 、 使 用 し な いで くだ さい 。 
継続 し て お 使い に な る と 火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 に な り ま す 。 


電源 ケー ブル を 折り 曲げ た り 、 ね じ っ た り 、 傷 つけ た り 、 熱 器具 に 近 
づけ た り 、 加 熱し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 


電源 ケー ブル を 加工 し た り 、 ヒ ュー ズ ホ ル ダ ー を 取り 除い て 使用 する 
こと は 絶対 に し な いで くだ さい 。 炊 災 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


ぬれ た 手 で 電源 ケー ブル に 触れ な いで くだ さい 。 感 電 の お それ が あり 
ます の で 絶対 に し な いで くだ さい 。 


引火 性 の ガス の 発生 場所 で は 、 電 源 を オン し な いで くだ さい 。 発火 の 
原因 と な り ま す 。 


小さ い お 子 様 や ペッ ト の 手 が 届 か な い 場 所 で 使用 、 保 管 し こく だ さい 。 
感電 や けが の 原因 に な り ま す 。 


電子 機器 (特に 医療 機器 ) の 近く で は 使用 し な いで くだ さい 。 電波 障 
害 に より 機器 の 故障 ・ 誤 動作 の 原因 と な り ま す 。 


内 部 か ら 漏 れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付着 し た と き は 、 皮 膚 に 障害 を 起こ 
す お それ が あり ます の で 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗い 流し て くだ さい 。 


医療 や 介護 関連 、 ま た は 空港 、 鉄 道 、 港 湾 、 放 送 局 、 中 継 局 な ど 電 波 
を 使用 する 施設 で の 使用 に つい て は 加 施 設 管理 者 に 事前 に 問い 合わ せ 
承認 を 得 て か ら ご 使用 くだ さい 。 


この 製品 を 人 命 救 助 な どの 目的 で 使用 し て 、 万 一 、 故 障 ・ 誤 動作 な ど 
が 原因 で 人 命 が 失 われ る こと が あっ て も 、 製 造 元 及び 販売 元 は その 責 
任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


本 機 ど うし 、 ま た は 他 の 無線 機 と と も に 至近 距離 で 複数 台 使 用 し な い 
で くだ さい 。 お 互い の 影響 に より 故障 ・ 誤 動作 ・ 不 具合 の 原因 と な り 
ます 。 

第 三 者 の 通信 を 聞い て 知り 得 た 情報 を 無断 で 他人 に 話し た り 、 公 開 し 


た り 、 許 可 な く 利 用 し た りす る と 電波 法 が 定め る 通信 の 秘密 保護 打 項 
に 違反 し て 罰せ られ ます 。 


ある る る 


安全 上 の ご 注意 


本 機 を 何ら か の シス テム や 電子 機器 の 一 部 と し て 組み 込ん で 使用 し た 
喝 合 、 い か な る 誤動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 製造 元 お よび 販売 元 は その 
責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


指定 以外 の オプ ショ ン 品 や 他社 の アク セ サ リ ー 製 品 を 接続 し な いで く 
だ さい 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 


本 機 の 故障 、 電 波 環境 や 使用 場所 の 状況 な どか ら 通 信 で き な か っ た こ 
と で 発生 し た 、 逸 失 利 益 に 対す る 責任 は 負い か ね ます の で ご 了承 くだ 
さい 。 


機種 名 、 数 字 や 記号 が 書か れ た ラベ ル 類 は 、 絶 対 に 剥が し た り 、 他 の シー 
ル な ど で 隠 し た り 、 貼 り 替 えた り し な いで くだ さい 。 技術 適合 の 基準 
か ら 外 れ 、 違 法 無線 機 と みな され る こと が あり ます 。 


田 運 転 中 の 本 機 の 使用 に つい て 


つ 


ひも 


本 機 を 運転 手 が 走行 中 に 運用 する 際 は 、 安 全 運 転 を 最大 限 優先 し て く 
だ さい 。 操作 パネ ル を 走行 中 に 注視 し て いる と 道路 交通 法 違反 で 罰せ 
られ る 可能 性 が あり ます 。 


外部 の 音 が 聞こ えな いよ うな 状態 に し て 運転 し な いで くだ さい 。 外 部 
アン プ や 、 大 型 ス ピー カー を つない で 周り の 音 が 聞こ えな いよ うな 大 
音量 で 受信 し た り 、 耳 を 完全 に 覆う タイ プ の ヘッ ド ホ ン を 使っ た りす 
る と 罰せ られ る こと が あり ます 。 一 部 の 地方 自治 体 で は 運転 中 に イヤ 
ホン ・ ヘ ッ ド ホン 類 を 使用 する こと 自体 を 規制 し て いま す の で 、 ご 不 
明 な 点 は 最寄り の 警察 習 な ど に お 尋ね くだ さい 。 


安全 上 の ご 注意 


田 本 機 の 取扱 い に つ いて 


の の の @@ 


イヤ ホン を 使用 する 場合 、 あ ら か じ め 音 量 を 下げ て くだ さい 。 聴力 障 
害 の 原因 に な る こと が あり ます 。 


本 機 無線 部 は 調整 済み です 。 無線 部 を ユー ザー が 改造 、 仕 様 変 更 する 
こと は 法律 で 禁止 され て いま す 。 


布 や 布団 で 覆っ た り し な いで くだ さい 。 熱 が こも り 、 ケ ー ス が 変形 し 
た り 、 炊 災 の 原因 と な り ま す 。 ま た 、 な る べく 直射 日 光 を 避け て 風 通 
し の 良い 状態 で ご 使用 くだ さい 。 


下記 の 部 位 に 水 を が けた り 、 水 が 入っ た り し な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 
・ 操 作 部 全体 ・ 電 源 ケ ー ブ ル と バッ テリ ー な ど 電 源 の 接続 部 分 
・ 連 結 ケ ー ブ ル を 接続 し て いな い 無 線 部 
(連結 ケー ブル を 接続 し な いと 防水 に な り ま せん ) 


水 な ど で ぬ れ や すい 場所 (風呂 場 な ど ) で は 使用 し な いで くだ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


近く に 小さ な 金属 物 や 水 な どの 入っ た 容器 を 置か な いで くだ さい 。 
こぼれ た り 中 に 入っ た 場合 、 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


田無 線 部 ・ ス タン ド マ イ ク の 設置 に つい て 


リリ 
リリ 
リリ 


高 所 に 取付 け な い で くだ さい 。 落下 に よる けが や 機器 破損 の 原因 と な 
り ま す 。 


振動 や 衝撃 の 多い 場所 や 不安 定 な 場所 に は 設置 し な いで くだ さい 。 
落下 に よる けが や 機器 破損 の 原因 と な り ま す 。 


無線 部 ブラ ケッ ト EBC-66 は 、 本 書 に 記載 の 設置 方 法 以外 の 形状 に 組 
み 立 て て 設置 し な いで くだ さい 。 落下 に よる けが や 機器 破損 の 原因 と 
な り ま す 。 


一 異常 時 の 処置 に つい て 


以下 の 場合 は 、 す ぐ 本 機 の 電源 を オフ に し て 、 連結 ケー ブル や 電源 ケー 
ブル を 抜い て くだ さい 。 異常 な 状態 の まま 使用 する と 、 炊 災 ・ 感 電 ・ 
故障 の 原因 と な り ま す 。 修理 は お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は 当社 サー 
ビス セン ター に ご 連絡 くだ さい 。 お 客 様 に よる 修理 は 、 法 令 に より 禁 
止 さ れ て いま す の で 、 絶 対 に お 止め くだ さい 。 


田 異常 な 音 が し た り 、 煙 が 出 た り 、 変 な 臭い が する と き 

田 落 と し た り 、 ケ ー ス を 破損 し た り し た と き 

内 部 に 水 や 異物 が 入っ た と き 

電源 ケー ブル の コー ド が 傷ん だ と き ( 芝 線 の 串 出 や 断線 な ど ) 


・ 点 検 


本 機 の ケー ス は 、 開 け な い で くだ さい 。 け が ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な 
り ま す 。 内 部 の 点検 ・ 修 理 は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー 
ビス セン ター に ご 依頼 くだ さい 。 本 機 に 内 蔵 さ れ て いる Bluetooth 
Module(XE1126) の 分 解 、 改 造 を する こと は 法律 で 禁止 され て いま 
す 。 

防水 素材 は 時 間 が 経つ と 劣化 し ます の で 、 外 郭 保護 性 能 に つい て も 製 
品 と 同じ 保証 期間 と な り ま す 。 


安全 上 の ご 注意 


人 注意 


画 使 用 環境 ・ 条 件 


の の の の の の の の の る 


電化 製品 の 近く で 使う と 電波 障害 を 与え た り 受 けた りす る こと が あり 
ます 。 
原因 と な る 機器 か ら 離 れ て お 使い くだ さい 。 


湿度 の 高い 場所 、 ほ こり の 多い 場所 、 風 通し の 悪い 場所 に は 設置 し な 
いで くだ さい 。 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


ぐら つい た 台 の 上 や 傾い た 所 、 振 動 の 多い 場所 に は 置か な いで くだ さ 
い 。 落ち た り 、 倒 れ た り し て 故障 や けが の 原因 と な る こと が あり ます 。 


幼児 の 手 の 届 く と ころ に は 置か な いで くだ さい 。 け が な ど 事 故 の 原因 
と な り ま す 。 


磁気 カー ド な ど を 近づけ な いで くだ さい 。 特 に マグ ネッ トマ ウン ト は 
強力 な 磁気 を 帯び た 部 品 で 、 メ モリ ー デ バイ ス や キャ ッシュ カー ド な 
どの 内 容 が 消去 され る 場合 が あり ます 。 


直射 日 光 の 強い と ころ や 炎天下 の 車 な ど に 長 時 間 放 置 し な いで くだ さ 
い 。 発熱 ・ 発 火 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 プ ラス チッ ク や ビニ ー ル な 
ど が 多用 され る マイ ク な どの アク セ サ リ ー は 熱 や 日 光 で 劣化 し ます の 
で 特に ご 注意 くだ さい 。 


普通 の ゴミ と 一 緒 に 捨て な いで くだ さい 。 環境 破壊 の 原因 と な り ま す 。 
廃棄 の 方 法 は 一 般 家電 製品 と 同様 で す 。 


放熱 を よく する た め 、 本 機 は で きる だ け 囲 わな いよ うに 設置 し て くだ 
さい 。 


画 に 対す る 保護 は な され て いま せん 。 雷 が 接近 し て いる 時 や 、 発 生 が 
予想 され る 時 は 屋外 に つなが る 連結 ケー ブル や 電源 ケー ブル を 本 機 か 
ら 外 し て くだ さい 。 電 は 直撃 以外 に も これ ら の ケー ブル に 高い 電圧 が 
か か り 故 障 を 起こ す 原 因 に な り ま す 。 


直射 日 光 が あ た る 場所 や 車 の ヒー ター の 吹き 出し 口 な ど 、 異 常に 温度 
が 高く な る 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 内 部 の 温度 が 上 が り 、 ケ ー 
ス や 部 品 が 変形 ・ 変 色 し た り 、 炊 災 の 原因 と な る こと が あり ます 。 
調理 台 や 加湿 器 の そば な ど 油 煙 や 湯気 が 当たる よう な 場所 に は 置か な 
いで くだ さい 。 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


田 本 機 の 取扱 い に つ いて 


長期 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 安 全 の た め 必 ず 本 機 の 電源 を オフ に 
し 、 電 源 ケ ー ブ ル を 抜い て くだ さい 。 


連結 ケー ブル 、 電 源 ケ ー ブ ル 、 マ イク ケー ブル は 無理 に 引っ ぱっ た り 
引き 抜い た り し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 


・ 点 検 


お 手入れ の 際 は 、 安 全 の た め 必 ず 本 機 の 電源 を オフ に し 、 電 源 ケ ー ブ 
ル を 抜い て くだ さい 。 


汚れ た 場合 は 柔らか いき れい な 布 で 乾拭き し て くだ さい 。 


ベン ジン 、 シ ン ナ ー、 洗 剤 な どの 溶剤 を 使う と 外装 が 変質 し た り 、 シ ョ ー 
ト を 誘発 し て 故障 する た め 絶 対 に 使わ な いで くだ さい 。 

パソ コン や デジ カメ の よう な AV 機器 を 清掃 する た め に 市 販 さ れ て い 
る クリ ー ニ ング 用 具 が 最適 で す 。 


田無 線 部 ・ ス タン ド マ イ ク の 設置 に つい て 


Q ぐ 
Q 


リリ 


磁力 で 張り 付い た マグ ネッ ト 基 台 部 分 を 引っ 張ら な いで くだ さい 。 
設置 面 に 傷付け る お それ が あり ます 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や 磁気 カー ド な ど を 近づけ な いで くだ さい 。 磁気 
影響 に より 記録 内 容 が 消去 され る お それ が あり ます 。 


OA 機器 、 家 電 製 品 、 ソ ー ラ ー パ ネル 、LED 電球 な どの 近く に 無線 部 
設置 する と それ ら が 発する ノイ ズ の 影響 を 受け や すく な り ま す 。 
無線 部 と 接続 ケー ブル は それ ら の 機器 か ら 離 し て 設置 し こく だ さい 。 


安全 上 の ご 注意 


田 Bluetooth" に つい て 
別売 の ワイ ヤレ スマ イク を お 使い に な る と き は 必ず お 読み くだ さい 。 


本 機 に 内 蔵 し て いる Bluetooth Module(XE1126) は 総務 
人 省 技術 基準 適合 品 で す 。 分 解 、 改 造 す る こと は 、 法 律 で か た 


く 禁 じ ら れ て いま す 。 
電子 レン ジ の 近く で 使う と 電磁 波 の 影響 で 通話 で き な く な る こと 
が あり ます 。 妨害 を 受け た と き は 電子 レン ジ か ら 離 れ て くだ さい 。 
田 Bluetooth 機能 に よる 電波 干渉 に つい て 
本 機 の Bluetooth 機能 を 使用 する と き は 、 以 下 に つい て ご 注意 くだ さい 。 
Bluetooth に 使用 され る 2.4GHz 帯 で は 、 電 子 レ ンジ な どの 産業 、 科 学 、 
医療 機器 の ほか 、 工 場 の 製造 ライ ン な ど で 使 用 され て いる 移動 体 識別 用 の 
構内 無線 局 (免許 を 要する 無線 局 )、 特 定 小 電 力 無線 局 (免許 を 要 し な い 
無線 局 )、 ア マチ ュ ア 無線 局 が 運 され て いま す 
・ 本 機 の Bluetooth 機能 を 使用 する 前 に 、 近く で 移 重体 識別 の 構内 無線 
局 、 特 定 小 電力 無線 局 、2.4GHz 帯 の アマ チュ ア 無 線 局 な ど が 運用 され 
て いな いこ と を ご 確認 くだ さい 。 
・ 万 一 、 本 機 か ら 移 動体 識別 用 の 構内 無線 局 に 対し て 有害 な 電波 干渉 の ョ 
h 


例 が 発生 し た 場合 に は 、 速 や か に 使用 場所 を 変更 する か 、Bluetooth 機 
能 を オフ に し て くだ さい 。 
・ そ の 他 、 本 機 か ら 移動 体 識別 用 の 特定 小 電力 無線 局 、 ア マチ ュ ア 無線 局 


何 か お 困り の こと 


に 対し て 有害 な 電波 干渉 の 事例 が 発生 し た 場合 な ど 、 
が 起き た と き は 、 弊 社 サ ービス セン ター に ご 相談 くだ さ 


田林 機 の Bluetooth 機能 の 制限 に つい て 
別売 フイ ヤレ スマ イク で は 、 下 記 の 運用 は で きま せん 。 
・ デ ュ ア ルオ ペレ ーション 

・ コ ー ル バッ ク 


「」 : 想定 生 渉 距離 が 10 m 以 下 
「 一 」 : 全 帯域 を 使用 し 、 か つ 移 動体 識別 


画 ら .4GHz 現品 表示 記号 の 意味 に つい て 
構内 無線 局 、 特 定 小 電力 無線 局 、 
アマ チュ ア 無 線 局 の 帯域 を 回 避 不 可 


「2.4」 : ら .4GHz 帯 を 使用 する 無線 設備 
の 
Bluetooth の 登録 商標 / 著作 権 に つい て 


[FH」  :FHS5S 方 式 
Bluetooth の ワー ド マ ー ク 及び ロゴ は 、Bluetooth SIG, Inc. が 所 有する 登録 


商標 で あめ り 、 ア ルイ ンコ 株 式 会 社 は に これら の ライ セン ス に 基づい て 使用 し て い 
ます 。 な お 、 本 文中 で は TM、" な どの マー ク を 省略 し て いま す 。 本 書 の 内 容 


する こと は 、 禁 止 さ れ て いま す 。 


一 部 、 ま た は 全部 を 無断 で 複写 / 転 


田無 線 部 と スタ ンド マイ ク の 磁石 大 台 


本 製品 の 一 
必ず お 読み くだ さ 


の 0 


交 走 リー デ 


【 落 下 の 危 険 に 関す る 注意 】 
・ 本 機 以外 の も の に 基 人 台 を 使 
・ 後 述 の 設置 方 法 を よく お 読み の 上 、 


に つい て 


方 法 の 正誤 に 関わ ら ず 、 設 
~ バ イス の デー タ 消 失 な 


し た 基 台 が 使わ れ て いま 


す 。 こ の 注意 書き を 


正しく 使 


し な いと 事故 や 故障 の 原 | 


因 と な り ま す 。 


印 に 付く 傷 や 変色 、 


ど 、 磁 力 に よる 不具 合 


困る よう な 表面 に は 磁 


石 基 台 は 絶対 に 使 


し な いで くだ さい 
説明 に 従っ て 正しく 取付 け て くだ さ 


さび 、 ま た 電子 カー ド や 


し な 


は 製品 保証 の 対象 外 で 


いで くだ さい 


無線 部 の 基 台 は 側面 設置 を 禁じ て お り 、 ス タン ド マ イ ク も 振動 に よる 江 下 が 人 
い 環 境 で の み 壁 面 へ の 取付 けが 可能 に な り ま す 。 

・ 移 動 す る も の に 取付 けた と き は アン テ ナ 部 を 引っ つか け な い よう 高 さ に ご 留意 く 
だ さい 。 

・ 高 速 道路 で の 移動 時 な ど 、 非 常に 強い 風圧 を 受け る お それ の ある と き は 基 台 を 
外し て くだ さい 。 

・ 基 台 と 設置 表面 の 間 に 物 を は さま な いで くだ さい 

・ 曲 面 や 凹凸 の ある 表面 は 避け て くだ さい 。 設置 前 に 表面 の 汚れ を 落と し て くだ 
さい 。 

・ 磁石 が 引き 寄せ な い 金 属 ( 例 : アル ミニ ウム ) に は 取付 け で きま せん 。 

・ 激 し い 振 動 の ある 車両 で は 予め 試験 運転 を し て 、 基 台 が 落下 し な いか 安全 を 確 
認 し て くだ さい 。 

【 磁 気 と 着脱 に 関す る 注意 】 

・ 誤 っ た 使用 は 取付 け 面 の 傷 や 変色 、 さ び 、 NN 

・ 基 台 の 磁力 は 強力 で す 。 必 ず 本 体 を 持っ て 着脱 し て くだ さ ・ 絶対 に ケー ブル 
を 引っ 張ら な いで くだ さい 。 

・ 環境 に よっ て は 基 台 に 砂鉄 の よう な 細か い 鉄 粉 が 吸着 し ます 。 そ の よう な 場合 
は 定期 的 に ふき 取っ て 清掃 し て くだ さい 。 

・ 屋 外 に 設置 し て 長期 間 使用 し て いる と 、 基 台 の 部 分 に 日 光 が 当 た ら ず 周囲 と 基 
台 部 の 変色 の 度合 い が 変わ る こと が あり ます 。 時 々 基 台 の 設置 場所 を ずら せる 
と 変色 は 避け られ ます 。 

・ か すり 傷 が 付く と 困る よう な 表面 に は 基 台 を 設置 し な いで 下さ い 。 

・ 電子 カー ド 類 、 医 療 機器 、 コ ン パ ス な ど ご 磁力 に 対す る 安全 上 の 注意 を 促し て い 
る 機器 や 物品 に は 絶対 に 近づけ な いで くだ さい 。 
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使用 前 の ご 注意 


すぐ 使用 前 の ご 注意 $$$ 


田 操作 部 と マイ ク は 高温 、 多 湿 、 直 射 日 光 が 当 た り 続け る 場所 を 避け て お 使 
いく だ さい 。 


画 本 機 の 改造 、 変 更 は 法律 で 禁止 され て いま す 。 分解 し た り 内 部 を 開け た り 
する こと は 絶対 に し な いで くだ さい 。 


田無 線 部 の 取付 け 基 台 に は 強力 な 磁石 が 使わ れ て いま す 。 磁気 の 影響 を 受け 
My 導 MAH 


玉 他社 製 や 弊社 の 旧 製 品 と グル ー プ トー ク 設 定 する と 、 通 話 で を き ない こと が 
あり ます 。 使 用 する トー ン 信 号 の 精度 に 関す る 相性 で 異常 で は あり ませ ん 。 
ら 一 37 番 の 間 で グル ー プ 番号 を 変え て こみ て くだ さい 。 


玉 本 機 操作 部 は 防水 、 防 塵 で は あり ませ ん 。 水 分 や 粉塵 が 内 部 に 入っ て 故障 
し た 場合 、 保 証 の 対象 に は な り ま せん 。 工 場 で 出る 鉄 粉 な ど は 意識 し て い 
な く て も 内 部 に 入り が ち で す の で 特に ご 注意 くだ さい 。 


田 本 機 無 線 部 は 、 連 結 ケ ー ブ ル を 正しく 取付 け て いれ ば 、 防 塵 ・ 防 水 に な り 
ます 。 た だ し 、 連 結 ケ ー ブ ル の 取付 けが 不 十分 で 水分 や 粉塵 が 内 部 に 入っ 
て 故障 し た 場合 や 、 淀 に 水しぶき や 海水 、 油 脂 、 薬 品 が か か る 環境 や 鉄 粉 
RIMUGN3 の 0 
よ o 


画 本 機 の 秘話 機能 は 第 三 者 に 通信 内 容 が 聞か れる 可能 性 を 低く する も の で あ 
り 無線 の 性 質 上 、 通 信 の 秘匿 性 能 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 


$$ 機能 と 特徴 @$ ぐ 


一 現場 作業 を メイ ン と し た 外 付 装置 無し の 3 者 同時 通話 に 対応 し て いま す 。 

田 総務 省 技術 基準 適合 品 の Bluetooth Module (XE1126) を 
内 蔵 し て いま す 。 本 機 の Bluetooth 機能 は 弊社 製 Bluetooth | 4 
アク セ サ リ ー に の み 対 応 し ます 。 

田 大 音量 SW の オー ディ オ 出 力 、 コ ン パ ンダ ー、 緊 女 通報 、 オ ー ト パワ ー オ フ 、 
ES 


画 Bluetooth や ノイ ズ キ ャ ン セ ル に 加え て 、 音 声 ガ イダ ンス や 短縮 動作 に よ 
る 機能 な ど 無 線 機 を より 便利 に お 使い いた だ ける 多彩 な 機能 を 搭載 し て い 


o 


田 別売 の 防水 型 マ イク 及び Bluetooth マイ ク が 使え ます 。 付属 マイ ク と 併用 
し て 3 本 の マイ ク で 同時 に 送信 も で きま す 。 


田 急 ブ レー キ が 掛か っ た と き の よ うな | 衝撃] と 、 車 載 時 の 揺れ を 想定 し た 「 振 
動 ] は 、 米 軍 納 入 規 格 (M 1L) を クリ ア し て いま す 。 


一 大 台 と ケー ブル を 含む 無線 部 は IP65/66/67 相当 の 面 塵 ・ 防 水 で す 。 


お 使い に な る 前 に 


ooo 付属 品 の 確認 ・・・・・・…・ 


本 機 (無線 部 ) 


お 使い に な る 前 に 


無線 部 ブラ ケッ ト 取 付け 用 ネジ セッ ト マイ クス ポン ジ FGO855 
六角 ボル ト 六角 ナッ ト ネジ 
(M8 x 25mm) (M8) x ら (M3 x 8mm) x 4 
3m  @00) @⑳m 

取扱 説明 書 ( 本 書 ) 保証 


・ 保 証書 に 購入 の 


付 が 


散 さ れ 


て いな いと き は 、 レ シー ト を 保証 書 と 一 緒 


と 保 息 し て くだ 


0 


o て 


購入 


が 証明 で きる 書類 が 無い と 保証 サー ビス は 


無効 と かなり ます の で ご 当 


E 意 くだ さい 。 


スタ ンド マイ ク 


EMS-9824 


連結 ケー ブル 5m EDS-40S05 


』 


無線 部 ブラ ケッ ト EBC-66 モー ビル ブラ ケッ ト 
PT ーー ュー 
UA0038AY 六角 ネジ 用 スパ ナ 


電源 ケー ブル 


モー ビル ブラ ケッ ト 取 付け 用 ネジ セッ ト 


本 体 取 付 用 六角 ネジ - 
AE0012 タッ ピン グ ネ ジ ネジ 六角 ナッ ト 
(M4 x 8mm) x 4 (M5 x 20mm) x 4 (M5 x 20mm)x4  (M5) x 4 


1001 


9ES 00 5 の 


・ 設 置 や 取付 け に 使用 する ネジ は 付属 また は 指定 の も の を お 使い くだ さい 。 
長 すぎ る と 機器 内 部 の ショ ー ト 、 短 すぎ る と 取付 け 不安 定 と な り 落 下 し て 
改 障 の 原因 と な り ま す 。 


弊社 純正 、 ま た は 弊社 が 認め た アク セ サ リ ー 以 外 を ご 使用 に な っ て 起き た 不具 合 は 保 
証 期間 の 有無 を 問わ ず 有 償 修 理 に な り ま す 。 他 の 無線 機 メ ー カ ー 製 オプ ショ ン 品 が 使 
える か どう か は 検証 し て いま せん 。 他 社 製 ア クセ サリ ー に 関す る 事 は 、 直 接 その 製品 
の メー カー に お 問い 合わ せく だ さい 。 

本 機 の 保証 は 、 本 機 と 付属 品 だ け に 適用 され ます 。 


電源 の 接続 と 設置 方 法 


本 機 の 設置 や 取付 け に は 、 プ ラス ドラ イ バ ー な どの 簡単 な 工具 が 必要 で す 。 
設置 を 始め る 前 に 本 章 を お 読み の 上 、 必 要 に 応じ た 工具 を ご 用 意 く だ さい 。 


画 ス タン ド マ イ ク の 接続 (EMS-924) 
図 の よう に キャ ッ プ ① を 外し 、 左 側 の マイ クコ ネ ク 


ター に ⑧ の プラ グ を 挿入 し ます 。 
止ま る まで し っ か り ね じ 込 ん で くだ さい 。 


別売 マイ ク の 接続 に つい て は P.43 の 説明 を お 読み くだ さい 。 


お 使い に な る 前 に 


電源 と 外部 スピ ー カ ー の 接続 


電源 は 車 の バッ テリ ー (12/24V) に 、 直 接 付属 の 電源 ケー ブル で 接続 し て く 


だ さい 。 外 部 スピ ー カ ー は アク セ サ リ ー メ ー カ ー 製 の 無線 機 用 を お 勧め し ます 。 


無線 機 販 売店 に ご 相談 くだ さい 。 


D-sub9 ピ ン ( メ ス 


外部 スピ ー カ ー 端 子 (8 0/①3.5mm モ ノラ ルミ ニブ プ ラグ ) 


源 ケ ー ブ ル を 接続 する と き は 
プラ ス と - マ イナ ス の 極性 
間違え な いよ うに 注意 し て く 
0 
源 ケ ー ブ ル の ヒュ ー ズ ホル 
ー を 絶対 に 切断 し な いで くだ 
い 。 
源 ケ ー ブ ル の コネ クタ 部 に ゆ 
み が な いか 必ず 確認 し て くだ 
い 。 
源 ケ ー ブ ル を 延長 する と き は 
くす る ほど 太い 物 を お 使い く 
さい 。 細 いも の は 最悪 の 場合 
章 や 発火 の 原因 と な り ま す 。 
貸 は 必ず 難 燃 性 素材 の 物 を お 
いく だ さい 。 

源 ケ ー ブ ル の ヒュ ー ズ ホル 
ー は 濡れ た り 振 動 し 続け て い 
と ショ ー ト や ゆる み で 故障 の 
と な り ま す 。 濡 れ な い 場 所 
こ 結 束 バ ンド 等 で 固定 し て 設置 
し で くだ さい 。 


オ 
2 
g 


箇 は の 瑞 人 は 必 画 評 対 十 瑞 


長 
に 
故 
ま 
上 
る 
原 


基地 局 で お 使い の 時 は 別売 の 安定 化 電源 器 に 接続 し こく だ さい 。 一 番 小 さ な 


10 参考 3A クラ ス の も の で お 使い に な れ ま す 。 弊社 製 の DM-305MV を お 勧め し 


ます 。 接続 方 法 は 安定 化 電源 器 の 説明 書 を ご 参照 くだ さい 。 


田 フ ロン トバ ネル に つい て 


本 機 は 、 上 下 ど ちら を 向い て も 良い よう 
に セッ ト で きま す 。 

波 型 の ヒー トシ ンク に な る べく 外気 が 当 
た る よう に 設置 し こく だ さい 。 


@ ① つ まみ を 押し た まま 
フロ ント パネ ル を スラ イド させ る 
回 転 させ る 


※ 右 図 の 矢印 で 示し た 場所 に ある QR 
コー ド は 、 弊 社 の HP に ある 本 機 の 取 
扱 説明 書 へ の リン ク で す 。 


④ 矢 印 の 位置 に 
合わ せ は めこ む 
⑨ 


ンー 
@⑤ 
⑮ フ ロン トバ パネ ル を スラ イド させ る 


田 車 両 や クレ ー ン に 設置 する 場合 
な に より も 安全 運転 を 優先 し て くだ さい 。 次 の 手順 に 従っ て 、 接 続 し て くだ さい 。 


人 @ 取付 け 場所 
車種 に より レイ アウ ト は 異な り ま す が 、 操 作 性 、 安 全 運 転 の 面 か ら 最適 と 思 
われ る 場所 を 選ん で くだ さい 。 
次 の よう な 場所 は 避け て くだ さい 。 
・ ひ ござ が 本 機 に あたる 場所 や 安全 場所 の 動作 に 支障 の ある 場所 
・ 直接 振動 が 伝わる 場所 
・ ヒ ー タ の 吹き 出し 口 な ど 、 温 度 が 高く な る 場所 
・ マ イク や 操縦 装置 な ど に 引 つ か か る よう な 場所 


間 


寺 意 モニ ター な どの 電子 機器 か ら な る べく 離し て 配線 、 設 置 し こく だ さい 。 ノ イ 


ズ の 影響 を 受け て 通信 し に くく な る お それ が あり ます 


お 使い に な る 前 に 


田 モ ー ビ ル ブラ ケッ ト の 取付 け 一 無線 部 ブラ ケッ ト の 取付 け 


ここ で は 、 吊 り 下 げ て 設置 する 方 法 を 説明 ここ で は 、 無 線 部 と ブラ ケッ ト の 取付 
し ます 。( 二 ドラ イ バ ー No.2 を ご 用 意 く け 方 に つい て 説明 し ます 。13mm 幅 の 
だ さい 。) ボッ クス レン チ 、 ス パナ な ど と + ドラ 
イ バ ー No.2 を ご 用 意 く だ さい 。 


1. モー ビル ブラ ケッ ト を 適切 な 位置 に 取 
付け ます 。 
付属 の ワッ シャ ー (4 個 ) と タッ ピン グ ネ 
ジ (4 本 ) で 、 取 付け て くだ さい 。 


ら . 付属 の 六角 ネジ (4 本 ) を 本 機 に 軽く < 下 騙 と し て ぁ 4 寺 0.2 を あけ た 場合 > 
取付 け ます 。 ポ ボディ 2. 無線 部 を ブラ ケッ ト に 正しく 取付 け 


1. ブラ ケッ ト を 水平 面 に 取付 け ま す 。 
付属 の 六角 ボル ト を ケッ ト の 底面 か 
ら 挿入 し 、 六角 ナッ ト 、 座金 類 ( 各 1 個 ) 
を 締め て 固定 し ます 。 


必ず 付属 の 六角 ネジ (4 本 、M4 x 8mm ます 。 

の み ) を 使用 し て くだ さい 。 ei 付属 の ネジ (4 個 ) を 締め て 取付 け て く 
長 すぎ る と 内 部 部 品 を 壊し 、 短 いと 落下 し だ さい 

て 故障 の 原因 と な り ま す 。 タッ ピン グ ネ ジ 


(M5 x 20 mm) 
3. 六角 ネジ DD を モー ビル ブラ ケッ ト の 後 
ろ の 溝 に 先 に 入れ 、 押 し 上 げ な が ら 押 モー ビル ブラ ケッ ト 
し 込み ます 。 


4. 同時 に 六角 ネジ ョ を 前 の 溝 に 入れ ます 。 
5. 六角 ネジ (4 本 ) を 締め て 固定 し ます 。 


重要 必ず 基 台 が 地面 に 対し て 水平 に な る 場所 に 取付 け こ くだ さい 。 誤っ た 取付 け 
方 だ と 無線 部 や 基 台 が 落下 し て けが や 故障 の 原因 と な り 、 大 変 危険 で す 。 
誤っ た 設置 に よる 故障 や 事故 は 製品 保証 の 対象 外 で す 。 


【 弊社 の 製品 保証 に は 、 取 り 付 け や 取 り 外 し に 掛か る 費 ませ ん 。 
保証 の 有無 に か か わら ず 不 具合 が 起こ り 、 製 品 を 取外し て 再度 取付 ける 際 に 

が 発生 し て も 、 貞 社 で は その 費用 の 負担 は 致し か ね ます 。 

設置 を 第 三 者 に 委託 され る と き は 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 


お 使い に な る 前 に 


連 結 ケ ー ブ ル の 取付 け (操作 部 一 無線 部 ) ※ 設 置 前 に 本 書 P.6 の 無線 部 と スタ ンド マイ ク の 磁石 基 台 に 関す る 注意 書 
き を 必ず お 読み くだ さい 。 


ここ で は 、 操 作 部 一 無線 部 を それ ぞ れ 連結 ケー ブル で 取付 ける 説明 を し ます 。 
+ ドラ イ バ ー No.1 を ご 用 意 く だ さい 。 


画 無線 部 の 設置 


無線 部 ブラ ケッ ト の 底面 部 に は 、 強 力 
な 磁石 を 使用 し て いま す 。 設 置 す る 場 
合 は 平ら な 金属 面 に 設置 し しっかり 
固定 で き て いる こと を 確認 し て くだ 


1. 操作 部 に 連結 ケー ブル を 正しく 取付 
け ま す 。 
操作 部 リア パネ ル の D-Sub コネ クタ ( メ 
ス ) に 連結 ケー ブル 側 の D-Sub コネ ク 


タ (オス ) を 合わ せな が ら 取 付け ます 。 選 
その 後 ネ ジ を 締め て し っ か り と 固定 し ま さい 。 
Sd 

ら . 無線 部 に 連結 ケー ブル を 正しく 取付 
け ま す 。 


取付 ける 前 に 連結 ケー ブル が 引っ か か っ 
て いた り 、 週 度 な 張力 が か か っ て いな い 
か 確認 し ます 。 

必ず リン グ 部 を 持ち な が ら 無 線 部 8P コ 
ネ ク タ の 「 へ マー ク 」 と 、 連 結 ケ ー ブ ル 
側 の 「 必 マー ク 」 と を 合わ せな が ら 「 カ 
チッ 」 と 音 が する まで 奥 ま で し っ か り 押 


田 ス タン ド マ イ ク の 設置 と 接続 


・ 付属 の マイ クス ポン ジ を マイ ク の 先端 に 
差し 込み 、 止 まる まで し っ か り 押 し 込み 
ます 。 


9 音質 に 関わ る 大 事 な 部 品 な の で 必ず 取付 


ア を お 求め くだ さい 。 
・ 設置 場所 を 決め ます 。 取 付け 場所 に よっ 
て は 市 販 の 金属 アン グル な ど が 必要 で す 。 
・ 設置 場所 が 決ま っ た ら マ イク と ケー ブル を 仮 止め し ます 。 ケ ー ブ ル を ハー ネス 


リン グ 部 を 持ち な が ら 、 取 付け と は 逆 の 
方 向 に 引く と 、 リ ング 部 が スラ イド し て 
取外す こと が で きま す 。 


な ど で 設 置場 所 に 固定 し て し まう と 後 か ら 操 作 部 へ 接続 し に くく な り ま す 。 
・ コ イン な ど で 操 作 部 の 防水 キャ ッ プ を 回 し て 外し ます 。 キ ャ ッ プ は 必ず 保管 し 
て くだ さい 。 
・ 連結 ケー ブル を 取付 ける 前 に 、 ブル し っ か り と 固定 させ て か ら ・ マ イク の プラ グ を 操作 部 の マイ クジ ャ ッ ク に 挿し た あと 、 回 転 が 止 まる まで 時 
無線 部 に 取付 け て くだ さい 。 計 回 り に し っ か り 手 で ね じ 込 み ま す 。 工具 な ど は 使わ な いで くだ さい 。 
・ 無 線 部 の 連結 ケー ブル を 取外し た 後 、 そ の まま 放置 し な いで くだ さい 。 ・ 引き続き 本 書 を 読ん で 、 問 題 な く 送受 信 で きた ら 設 置 を 完了 させ ます 。 
8 P コネ クタ か ら 水 分 や 粉塵 が 内 部 に 入り 、 故障 の 原因 と な り ま す 。 ・ マ イク は 指向 性 が あり ます 。 ク の 先端 の 正面 が 品 に 向く よう に 設置 し て く 
・ 無 線 部 に 連結 ケー ブル を 取付 け 後 、 リ ング 部 の 根元 を 持っ て 無理 に 引っ だ さい 。 
ぱっ た り 、 回 し た り し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な り ま ・「 マ イク 音量 切替 ] の 出荷 設定 は 7 で す 。 使 用 環境 に よっ て ハウ リン グ 等 する 
・ 連 結 ケ ー ブ ル に 対し て 週 度 な 張力 や 曲げ が 加わ る と 、 電 気 的 性 能 の 低下 や 場合 は 、 音 量 を 下げ て お 使い くだ さい 。 
断線 する お それ が ある た め 、 ご 注意 くだ さい 。 
・ 連 結 ケ ー ブ 定期 的 に 点 回 e 箕 に 次 
(8 得 昌 WIGGDS ま 9 AI 1 部 に は 、 強 力 な 磁石 を 使用 し て いま す 。 設置 する 場合 は 平ら な 金属 面 に 
設置 し 、 し っ か り と 固定 で き て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 取 付け 後 は 


・ 配 線 の 引き 込み 時 に は ケー ブル を 伝わっ て 雨水 な どの 水分 が 浸入 し な いよ 


運転 し て 落下 、 転 倒 が 無い こと を よく ご 確認 の うえ お 使い くだ さい 。 


お 使い に な る 前 に 


画 外 部 電源 コン トロ ー ル 機能 


クタ ー 類 が つい た ACC 端子 き 


車両 の ACC( イグ ニッ ショ ン ォ ヨ 
きま す 。 
操作 部 の 後ろ に 


HH て いる ブル ー の 線 と 接続 で きる ヨ 


キー) 入 / 切 と 連動 し て 本 機 の 電源 を オン オフ で 


F ボ ジ シ 端 子 、 又 は 代用 の コネ 


で の 長 さ の ク 


電源 ク 


ブル の 接続 前 に 作業 し ます 。 


ブル 、 簡 単 な 工具 類 が 必 


で す 。 


1. 本 機 後面 か ら 出 て いる ACC ケー ブル (P.14) を 、 用 意 し た ケー ブル に 
接続 し て ACC 電源 に 接続 し ます 。ACC を 入れ る と 18/24V が 出る 端子 
で あれ ば 電流 容量 は 問い ませ ん 。 電 源 が 入っ た こと を 操作 部 に 知ら せる だ け 
な の で 電流 は ほとん ど 消 費 し ませ ん 。 


0 イク 三 必 ジョ ジム 


・ 本 機 の 電源 ス 


キー 入 


ニッ ショ ン キ ー 切 時 は 本 機 の 電源 を オン する こと は で きま せん 。 
電 ェ ー で の 電源 の オン オフ は 別 の 動作 


スイ ッ チ と 


持 は 本 機 の 電源 キー で オン オフ で きき 


.・P.10 の 説明 を 読み 電源 ケー ブル を 配線 、 接 続 し ます 。 


・ 車両 の ACC で 電源 を 入れ ます 。 最 初 だ け 手動 で 電源 を 入れ ます 。 オ ン の 状 
苗 で ACC を 切り 、 再 度 入れ て 本 機 の 電源 と イグ ニッ ショ ン キ ー が 連動 し て 
いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


ます が 、 イ グ 


グ ニ ッ ショ ン キ ォ 


電源 は オン し ませ ん 。 


で 電源 を オン する と き は 一 

キー を 切り ます 。 

・ イ グ ニ ッ ショ ン キ ー が 入 時 は 、 本 機 の 電源 キー を ヨ 
す 。 イ グ ニ ッ ショ ン キ ー が 切れ て いる と 電源 は オン し ませ ん 。 


ッ チ が 切れ て いる と き に 、 イ グ ニ ッ ショ ン キ ー を 入れ て も 


度 、 本 機 の 電源 を オン に し た 状態 で 


グ ニ ッ ショ ン キ ー 切 時 
40k 0 以下 ) に な る よ 


・ACC ケー ブル は 電気 的 に オー プン の 状態 で は 電源 は オフ し ませ ん 。 イ 
に L レ ベル ( 車 の シャ ー シ ア ー ス と AOC 端子 が 
こ 接続 し てこ くだ さい 。 車 に は 複数 の 


うな ACC 端子 


ACC 端子 が あり ます の で 、 確 
きる ACGC 端子 を 探し て 接続 し こく だ さい 。 
・ACC ケー ブル は ショ ー ト し な いよ うに し て くだ さい 。 


を 必ず 着け て くだ さい 、。 


・ 外 部 電源 コン トロ ー ル 機能 を 使わ な い 場 合 は 、ACC ケー ブル の 保護 キャ ッ プ 


に クッ ショ レン で 電 泊 2 ジン 


F 動 で も オン オフ で きま 


田 車 両 へ の 設置 に つい て 


E 今 の 車両 に は 多様 


な 電子 機器 が 搭載 され て お り 、 こ れ ら の 中 に は 電磁 波 を 発 


生 し た り 、 電 波 を 利 


する 


流 障害 を 与え た り 、 受 けた りす る 可能 性 が あり ます 。 


設置 時 は 他 の 機器 の 電 


設置 後 は 安全 な 状態 
し て くだ さい 。 


運 


も の が あり ます 。 そ れ ら が 本 機 と の 間 で お 互い に 電 


配線 と 本 機 の ケー ブル 類 を 絡ま せな いよ うに 留意 し 、 


庄 し て 、 本 機 と 車両 の 両方 に 異常 が 無い こと を 確認 


4 本体 の 名 称 と 動作 


田 探 作 部 フロ ント バネ ル 画 探 作 部 リア パネ ル 


⑩ ⑲ 


@⑨ 


oe 


一 無線 部 
圏 ス タン ド マ イ ク 田 マ イク コネ クタ 図 
(EMS-9 ら 4) 右 の マイ ク ブ ラグ 、 ジ ャ ッ ク に 関す る 注意 書き 


ケー ブル 長 : 約 3m を 必ず お 読み くだ さい 。 


MIC の た 


/ 
DOWN 


PTー(② ⑧ 本 


く マ イク コネ クタ ら > 


GND 


/ 


る W 
1 
操作 部 側 正面 
く マ イク コネ クタ 1 > 


MIC GND 
REMOTE 
DC 5V 


P 


MIC 
SP PTT GND 


T 
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本 体 の 名 称 と 動作 


No. 名 称 機能 


青色 点灯 : 待 受 中 、 緑 色 点 灯 : 受信 中 、 赤 色 点 灯 : 送信 中 
赤色 点滅 : リモ コン 送信 
緑色 点滅 : 設定 完 
・ 緑 色 交 互 点滅 : ACGSH (アク シュ ) モー ド 
青色 ・ 赤 色 交 互 点滅 : エア クロ ー ン モー ド 
赤色 ・ 緑 色 交 互 点 滅 : ペア リン グモ ー ド 


⑧ | ディ スプ レイ 本 書 中 の "ディ スプ レイ 表示 " を 参照 し こく だ さい 。 


す と セッ トモ ー ド に な り ま す 。 
セッ トモ ー ド で は 設定 階層 が 深く な り ま す 。 
長押 し を する と 短縮 動作 を し ます 。 


@ 
藻 
qE 
CC 
由 
| 
RI 
S 


セッ トモ ー ド で 設定 階層 が 浅く な り ま す 。 
長押 し で キー ロッ ク 設 定 / 解除 が で きま す 。 


す と チャ ン ネ ル や グル ー プ が 点滅 し 、 ダ イヤ ル で 選択 し 
ます 。 も う 一 度 押す と 解除 され ます 。 


長押 し する と 電源 を オン オフ し ます 。 


@1@I@I@1@ 
E 
| 
l 


- 待 受 画面 で は 音量 、 チ ャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 
iRN セッ トモ ー ド で は 設定 項目 や 設定 値 を 選択 し ます 。 
還 スタ ンド マイ ク ま た は スピ ー カ ー マ イ ク を 接続 し ます 。 
マイ クコ ネ ク タ 1 | し っ か り と 奥 ま で ね じ 込 ん v で くだ さい 。 
⑨ | マイ クコ ネ ク タ 2 |8 ピン マイ ク を 接続 し ます 。 
外部 SP 端子 | 市 販 の 外部 スピ ー カ ー を 接続 する 端子 で す 。 
⑥ |D-Sub9 ピ ン ( メ ス ) | 連結 ケー ブル を 接続 し ます 。 
@ | 電源 コー ド 1 9.8V また は 26.4V の DO 電源 を 接続 し ます 。 
⑬ IACC ケー ブル | 外部 電源 コン トロ ー ル 機能 を 使用 する と き に 使い ます 。 
アン テ ナ アン テ ナ 部 で す 。 
⑮ |8P コネ クタ | 連結 ケー ブル を 接続 し ます 。 
イク 音量 切替 | マイク 音量 を 1 7 段階 調整 で きま す 。 
⑫ |PTT スイ ッ チ | オン (点灯) で 送信 し 、 オ フ ( 消 ) で 受信 に 切替 わり ます 。 
通 測 は オン に し ます 。 マ イク に 声 を 乗 は た く な いと き は オ 
MIC スイ ツチ | フ に し ます 。 戻し 忘れ に ご 注 意 くだ さい 。 
⑲ | マイ ク マイ ク 部 で す 。 
計 号 ・ 純 正 ア クセ サリ ー 以 外 の プラグ を 挿入 する と 壊れ る 可能 作 が あり ます 。 そ 


の と き は 保証 の 対象 外 と な り ま す 。 

故障 の 原因 と な りや すい デリ ケー ト な 部 品 で すか ら 、 プ ラグ 部 分 で ね じ っ 
た り 、 曲 げた り 、 斜 め 方 向 に 挿し た りす る な ど 、 必 要 以 上 の スト レス を 
ジャ ッ ク 内 部 に 掛け な いで くだ さい 。 

・ 必 ず プ ラグ は 最後 まで し っ か り 挿 入 し て くだ さい 、。 中途 半 端 に 挿入 され た 
状態 で は 、 プ ラグ ・ ジ ャ ッ ク 両 方 が 故障 の 原因 に な り ま す 。 
・ 工 具 を 使っ て 締め 付け た り 、 必要 以上 に 力 を 掛け て ね じ 込 むこ と は お や めく だ さい 。 


本 体 の 名 称 と 動作 


田 デ ィ ス プレ イ 表 示 


説明 


は 送信 マー ク に な り ま す 。 


に 応じ て 四 段 階 に 点灯 し ます 。 送信 時 に 


① 

@ 送信 出力 に 応じ て 表示 し ます 。(P.36) 

】 通話 方 式 に 応じ て 表示 し ます 。(P.19) 

@④ 通話 方 式 に 応じ て 表示 し ます 。(P.18) 

⑥ | 凸 | ベル 機能 設定 時 に 表示 し ます 。(P.37) 

⑥⑤ | IM| | ノイ ズ キ ャ ン セ ラー 設定 に 応じ て 表示 し ます 。(P.35) 
現在 有効 な スピ ー カ ー を 表示 し ます 。 黒 色 ス ピー カー は マイ ク 

⑦ | 肛 | | コネ クタ 1 に 接続 する スピ ー カ ー マ イ ク 、 白 色 ス ピー カー は 内 
部 / 外部 スピ ー カ ー を 表し ます 。 

| |Bluetooth 設定 時 に 点灯 し ます 。(P.30) 

9) 秘話 設定 時 に 点灯 し ます 。(P.32) 

月 | コン パン ダー 設定 時 に 点灯 し ます 。(P.32) 

⑪ | 災 |VOX 設 定時 に 点灯 し ます 。(P.36) 

⑯ | ⑪ | キー ロッ ク 設 定時 に 点灯 し ます 。(P.26) 

⑲ | グル ー プ Al チャン ネル や グル ー プ 、 各 設定 内 容 を 表示 し ます 。 


邊 意 通話 方 式 に よっ て は 設定 時 に アイ コン が 表示 され な い 


ミミ くだ さい 。 


易 合 が あり 


基本 操作 


【 重 要 】 キー の 操作 方 法 に つい て 


・ 本書 の 説明 で キー を 「 押 し ます |] は 、 押 し た 後 す ぐに 離す こと を 意味 し ます 。 


長く 押し すぎ る と 違う 動作 を する こ 


と が あり ます 。 


・「 約 〇 秒間 押す 」 [長く 押 す 」 「 長 押し する ] と は 機能 が 動作 する まで 押し 続け 


る こと を 指し ます 。 


・「 オ ン に する 」「 オ フ に する 」 操作 を 


保持 し ます 。 ス タン ド マ イ ク で は 「 オ ン 」 


灯 し ます 。 


する と 、 


反対 の 操作 を する まで その 状態 を 
で スイ ッ チ が 点灯 し 、「 オ フ ] で 消 


・ 送信 時 以外 は どの 状態 で も 、「 電 源 ] 


キー を 押す と 変 


も 確定 し て 、 素 早く 待ち 受け 状態 に 


電源 を 入れ る 、 切 る 


戻れ ます 。 


「 電 源 ] キー を 長押 し する と 電源 が 入り ます 。 ( オ 


ン ) 電源 を 切る ( オフ ) と きも 同じ 操作 を し ます 。 _ 


ACC 接続 し こい れ ば 


音量 を 調整 する 


調節 範 
ダイ ヤル を 回 し て 適切 な 音量 に 調整 し 


動 で オン オフ で きま す 。 


電 は 0 30 まで の 31 段階 で す 。 


て くだ さい 。 


し た 設定 が あれ ば それ 


に な り 


初期 設定 で は ガイ ド が 鳴り 音量 調整 の 
す 。 初 期 状 態 で は 設定 し た 音量 で 音声 


を 読み 上 げ ま す 。 


田 チ ャ ン ネ ル を 合わ せる 


待 受 画面 で 「CH 」 キー を 押し ます 。 


ガイ ド が 数 値 


チャ ン 


ネル 番号 が 点滅 中 に ダイ ヤル を 回 し て 
に 合わ せま す 。 で 番号 を 


し ます 。 
「CH] キー か 「PTT」 キー を # 
は 9 者 同時 通話 の A 日 が 表示 され 


ます が 、 他 の 通話 1 


設定 し 
ガイ ド 


グル ー プ A 


す と 表示 が 点灯 に 変わ り 確定 し ま 


す 。 初期 値 で 


Eー ド で } 


も 同様 で す 。 
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基本 操作 


画 受 信 す る 


信号 を 受信 する と 、 受 信 し た 信号 レベ ル に 応じ て ディ スプ レイ の アン テ ナ が 表 


示さ れ 、 交 信条 件 を 満た し て いる と き 音 声 が 聞こ える よう に な り 8 


ます 。 


本 機 に は 受信 終了 時 に 聞こ える 「 ザ ッ ] 音 を 低減 する テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ラ 


を 採 
す 。 


し て い 8 


す 。 本 機能 を 採 


し た 弊社 製 の 無線 機 と の 通話 に 対 


応 し て いま 


重要 下記 の よう な 、 イ ン バ ー タ ー 内 蔵 の 電気 製品 は 


あり ます 。 
*LED 賠 明 


# 式 調理 器具 


*DC-AC イン バー ター な どの 車載 機器 


信 障 害 の 原因 に 


な る こと が 


田 送 信 す る 


マイ ク と 
いる 条件 で 説明 し ます 。 


「PTT」 スイ ッ チ を オフ に する と 、 待 


状態 に 戻り き 


9。 


「PTT」 スイ ッ チ を オン に する と 、 ラ ンプ が 赤色 点灯 し 送信 状態 に な り ま す 。 
送信 状態 で 「MIC] スイ ッ チ を オン に し て か ら マ イク に 向かっ て 話し ます 。 
元 は 5cm ほど 離し て くだ さい 。 以 降 「MIC] スイ ッ チ を オン に し て 


重要 ・ 


マイ ク に 向かっ て 話す と き 、 声 が 


きす ぎ た り 


送信 音 が 歪み ( ひずみ ) ます の で ご 注意 くだ さい 。 


元 が 近 す ぎ た り する と 、 


の 環境 音 な ど を 大 きく 拾う こと が あり ます 。 


・ マ イク は 指向 性 が あり ます 。 マ イク の 先端 の 正 


印 を 口 に 向け な いと 別 方 向 


田 コー ルト ー ン 


交互 通話 ・ 中 継子 機 通 話 ・ 連 結子 機 通 話 ・ デ ュ ア ルオ ペレ ーション で 使 


で き 


ます 。 送信 中 に 「 戻 る ] キー や 「CH] キー を 押す と 、 音 色 の 異な る 呼 


相手 の 注意 を 引く こと が で きま す 。 別売 マイ ク の 場合 で も 送信 中 に 


や 「DOWN] キー を 押す と 同様 の 動作 が で きま す 。 初期 状態 の 3 痢 


は 鳴り ませ ん 。 


H 音 が 鳴り 、 
「UP] キー 
同時 通話 で 


画 グ ルー プ ト ー ク 機能 


交互 通話 ・ 中 継子 機 通 話 ・2 者 同時 通話 再 
の 機能 で す 。 他 の グル ー プ の 混信 が 聞こ え ず 、 
一 部 の ノイ ズ を 消す 効果 も ある の で 使用 を お 
勧め し ます 。0 1 と 50 番 は 多用 され て いる 
の で 別 の 番号 を 選ぶ 方 が 効果 的 で す 。 他社 製 
や 長年 お 使い の 個体 が 混じる と き は 相性 に よ 
る 通話 不良 を 避け る た め 、0 2 一 36 番 か ら 


お 選び くだ さい 。 全 員 の 無線 機 に 同じ 番号 を 設定 


候 交 互 通 話 ・ 中 継子 機 通話 


し ます 。 


. 待 受 画面 で 「 戻 る ] キー を # 
.「CH」 キー を ら 回 押す と 番号 が 点 減 
. 点滅 中 に ダイ ヤル を 回 し て 番号 を 選択 


す と グル ー プ 番号 を 表示 


ト OPTO 一 


.「CH] キー 押す 、 ま た は 「PTT」 
わり 確定 


@ ご 者 同時 通話 


イッ チ を オン に する と 表示 が 点灯 に 変 


この モー ド を 選ぶ と 
こと は で きま せん 。 
1.「CH] キー を ら 回 押す と グル ー プ 番号 が 点 減 
ら . 点滅 中 に ダイ ヤル を 回 し て 番号 を 選択 
3.「CH] キ 
り 確 定 


的 に グル ー プ 番号 が 表示 され ます 。 機 能 を オフ に する 


押す 、 ま た は 「PTT」 スイ ッ チ を オン に する と 表示 が 点灯 に 変わ 


は 意 ・ 


3・4 者 同時 通話 モー ド で は あら か じ め 設 定 済 で 変更 は で きま せん 。 


・ 他 人 の 声 を 聞か な く て 済む だ け で 、 混 信 除 去 や 秘話 機能 で は あり ませ ん 。 同 
じ チ ャ ン ネ ル で グル ー プ 機能 を 使っ て いな い 人 に は 通話 は 全て 受信 され ます 。 


田 本 書 中 の マイ ク の 説明 に つい て 


重要 ・ 本 書 の マイ ク に 関す る 操作 は EMS-924 を 基本 に 説明 し て いま す 。「PTT] 


スイ ッ チ は EMS-924 の スイ ッ チ の み を 意 


球 し ます 。 ハ ンド マイ ク や ワイ 


ヤレ スマ イク 、 ま た それ ら の 「PTT」 キー と は 動作 が 異な る 場合 が あり ます 。 


・「 マ イク 」 は 全 マ イク 共通 、「 ス タン ド マ イ ク 


」 は EMS-924、 [別売 マイ ク 」 


は ハン ド マ イ ク を 意味 し ます 。 別売 ワイ ヤ 
明 書 も 併せ て お 読み くだ さい 。 


レス マイ ク は それ ら に 同 梱 の 説 


ウー ニ と ん や バキ 主意 トン ネル の よう な 閉鎖 空間 で は 、UHF 電波 伝搬 の 特性 に より 近 距 離 で も 通 
通信 前 の ご 注意 話 で き な い こと が あり ます 。 


特定 小 電 力 無線 機 の 通信 に 関す る 制限 事項 に つい て 説明 し ます 。 運用 中 の 無 線 機 に 本 機 を 追 自 加 され る と き の 簡 単 設定 


キャ リア セン ス すでに 運用 中 の 無線 機 が 以下 で われ ば 、 次 の 5 章 で 説明 する 「 通 信 方 法 」 操作 
を 省 いて 、 本 機 の チャ ン ネ ル と グル ー プ 番号 を 簡単 に 自動 設定 で きま す 。 


妨害 を 与え 合わ な いよ う 、 誰 か が 同じ チャ ン ネ ル で 送信 中 は 他 の 人 は 送信 で 


な く な り ま す 。 グ ルー プ 機 能 で 使用 者 の 声 が 聞こ えな いと さき で も 送信 は 禁止 @ 他 社 製 品 を 含む 特定 小 電力 
れ 、「PTT」 スイ ッ チ を 押す と ププ プ 、 と アラ ー ム 音 が 鳴り ます 。 ・ 交互 通話 
- 踊子 機 通話 
エ 意 後述 の セッ トモ ー ド で 選べ る サウ ンド を 「 ガ イダ ンス /OFF」 に 設定 し て い 
0 500 0 00 0 @ 計 社 科 の 特定 小 電力 無機 
・ ら 者 同時 通話 
・ 9 者 同時 通話 
三 コ こ 該 て この ま . ど クラ $ 読 
送信 時 間 制 限 装 置 寺 8 する と き は 、 こ の 本 書 P の 「ACSH (アク シュ )」 を お 読 


特 小 無 線 で は チャ ン ネ ル を 独占 で き な い よう に 1 回 の 送信 は 連続 3 分 以内 、 と 
決め られ て いて 、 時 間 を 超え る と 約 2 秒間 、 強 制 的 に 再送 信 で き な く な り ま す 。 
切れ る 10 秒 前 に 警告 音 が 鳴り 、3 分 に な る と 送信 は 停止 し ます 。 中 継子 機 通 
話 で は 連続 し た 中 継 動作 が 3 分 で す 。 て き ば ぱ ば き と 短 い 通話 を 繰り 返し て いる と 
中 継 器 が 受信 状態 に 戻ら な いた め タ イム アウ ト し ます 。 応答 する 前 に 時 々 間 を 
取る と タイ マー が リセ ッ ト さ れ ま す 。 


通信 距離 


介 河 川 敷 の よう な 障害 物 が な い 平 地 : 交互 通話 1km また は それ 以上 / 同時 通 
話 800m 程度 
人 @ 市 街 地 の よう な 障害 物 が 多い 所 : 交互 通話 B00m 程度 / 同時 通話 600m 


ロ 
居 度 


人 @ 建 屋内 : 構造 や 建材 、 設 置 さ れ た 造作 物 の 有無 な ど で 大 きく 変わ り ま す 。 

※ 測 定時 の 条件 : 乗用 車 の ルー フ に 無線 部 を 設置 、1OV バッ テリ ー か ら 電 源 供 

給 し た 本 機 と 腰 に 装着 し た DJ-P300 間 で 通信 ( 交互 通話 は 10mW、 同 時 

通話 は ら どー 3 は 邊 9 続 ImW) 

※ 単 体 中 継 で は 交互 通話 の エリ ア を 面 で 4 倍 程度 、 連 結 中 継 で は 直線 方 向 に 最 
中 全 夫 け きこ だ の で まま の ( 別売 の 本 機 対応 中 継 器 を 使用 時 ) 


通信 方 法 


る ! レーー」 し 2 
一 人 
通信 方 〉 ③ 下 表 「 ダ イヤ ル 」 の 回 数 を 参照 し て ダイ ヤ [通信 設定 ] 
本 機 で 使用 で きる 通話 方 式 の 概要 と 操作 方 法 を 紹介 し ル を 回 し 選択 、 確 定 し ます 。 2 
ます 。 3 者 同時 通話 
ー タ イヤ ルー | ー 戻 る 一 
レ 4 に は ーー! 
重要 基本 の 操作 説明 で す 、 必 ず お 読み くだ さい 。 変更 完了 
P.33 の セッ トモ ー ド の 項目 に 、 本 機 が 持つ 機能 の カス タマ イズ 方 法 が 記 
載 さ れ て いま す 。 次 の 項目 以降 、「 セ ッ ト モ ー ド で 〇 〇 を 設定 し ます 」 と いう ヽ : ニ 眉 
説明 が ひん ば ん に 出 て きま す が 、 全 て この 操作 が 基本 に な る の で 、 こ こ で 使 で eeeeeeee 通話 方 式 一 覧 ・・・ の ee 
い 方 を 億 えて くだ さい 。 以降 、「 機 能 キ ー を 押し て セッ トモ ー ド に 入り ます 」 ーー 
や 「 電 源 キ ー を 押す と 確定 し て 待 受 画面 に 戻り ます 」 の よう な 長い 説明 は 省 工場 出荷 状態 で は 9 者 同時 通話 に 設定 され て いま す 。 
絡 し ます 。 
HB EE 
@ 機 能 キー を 押し ます 。「 セ ッ ト モ ー ド 」 が 表示 され ます 。 こ ー 
ダイ ヤル を 回 し て 「 〇 〇 設定 ]」 の よう な メニ ュー を 選び ます 。 ら 者 同時 通話 
③ も う 一 度 「 機 能 ] キー を 押す と サブ メニ ュー 画面 に な り ま す 。 時 通話 
も う 一 度 「 機 能 ] キー を 押す と その 項目 の 設定 値 や 機能 の 選択 が で きる 設 
定 画面 に な り ま す 。 中 継子 機 通話 
④ ダ イヤ ル を 回 すか 、 ま た 別売 マイ ク の 「UP| キー や 「DOWN」 キー を 押 連結 子 機 通話 
し て 設定 を 切替 えま す 。 
⑧「 戻 る ] キー を 押す と 新しい 設定 を 保持 し て 、 ひ と つ 前 の 画面 に 戻り ます 。 田 交 互 通話 
「 電 源 ] キー や 「PTT」 キー を 押し た り 「PTT」 スイ ッ チ を オン し た りす る と 、 
確定 し て 待 愛 画 面 に 戻り ます 。 人 が 話す 音声 を 残り 全員 が 受信 し ます 。 話し 終わ っ た ら 任 意 の 人 が 応答 し ます 。 
6 NR 9 相 語 は 8 電波 が 届く と ころ に いる 人 は 人 数 に 制限 な く 通 話 で きま す 。 無線 機 で 一 番 基 本 
※ 次 の 通話 方 式 の 手順 を 読み な が ら 、 こ の 基本 操作 に 慣れ て くだ さい 。 に に Ss 生き の に SE 
セッ トモ ー ド に 項目 が な い 場 合 は 「 拡 張 セ ッ ト モ ー ド | が オフ に な っ て い の 通話 方 式 で 、 大 勢 で て き ば きこ と 連絡 を 取り 合う の に 最適 で す 。 
ます 。 P.34 の 説明 に 従い 拡張 セッ トモ ー ド を オン に し て くだ さい 。 チャ ン ネ ル : L01 LO09、b01 ~ b1 1 


ee 通話 方 式 の 切替 え ニ =・・…・・・…・ 


」 を 選択 し ます 。 


可 
PD 
中 
合 


① セッ トモ ー ド で [ 通 1 


① 「PTT」 ス イッ チ を オン に し ます 。 ス イッ 
チ の ラン ブ が 点灯 、 送 信 ア イコ ン が 表示 さ 
れ 、 ラ ンプ が 赤く 点灯 し た ら マ イク の 正 相 
に 向かっ て 話し ます 。 最 適 な 受信 音声 に な 10) 1 
る よう 声量 や 口 と マイ ク の 距離 、 向 き を 調 


節 し ます 。 
コン パンタ ダー @ 話 し 終わ っ た 
秘話 設定 マ 青く 点灯 し 8 


⑯ 通信 設定 で 「 通 話 方 式 」 を 選択 し ます 。 


ら 「PTT」 スイ ッ チ を オフ に し ます 。 ア イコ ン が 消え 、 ラ ンプ が 
す 。 交 エ 通 話 時 は 、 科 単に PTT 操作 で きる 別売 マイ ク が 便利 で す 。 


F 


通信 方 法 


画 2 者 同時 通話 
電話 の よう に 2 人 だ け で 通話 で きる モ 
設定 され て いま す 。 基本 的 に は 1 対 1 の 通話 で す が 、 


で 選べ る 音声 ルー プ を 「 オ ン 」 に する こと で 第 三 者 


も 通 


話 を 聞く こと が で き 


チャ ン ネ ル :L10 一 L18、b1 ら 一 b2 ら 9 


① 待 受 状態 で 1 人 
を オン に し て 送信 
か っ て 話し ま 


が 「PTT] 
状態 に し て マイ ク 
す 。 チ ャ ン ネ ル の 後ろ 


イッ チ 


こ 向 
の A 


が B に 変わ り 、 ラ ンプ が 赤く 点灯 し ます 。 


音声 受信 を 確認 し た 人目 も 「PTT」 ス 


ド で す 。 あ ら か じ め グ ルー プ ト ー ク 機 
後述 の セッ トモ ー ド 


ます 。 


注意 スピ ビー カー マイ ク は 、 ハ ウリ ング が 起こ る た め 使 
合 は 八 ウ リン グ が 起こ る 可能 性 が あり ます 。 
・ 狭い 反 響 空間 また は 閉鎖 空間 で ある 。 
・ 本 機 と マイ ク の 位置 関係 が 近い 。 


また 以下 の 


・ 受 信 音 量 を 大 きく し て いる 。 
・ マ イク 音量 を 大 きく し て いる 。 
設置 場所 を 見 直す こと や 、 受 信 音 量 ・ マ イク 音量 を 調整 する こと を お 勧め し 
SI 
較 3 者 同時 通話 
3 人 で 同時 通話 で きる モー ド で す 。 専用 の 中 継 器 な ど は 不要 で す 。 工場 出 荷 状 
上 で は この モー ド に 設定 され て いま す 。 グ ルー プ ト ー ク 機能 に つい て は あら か 


じ め 最 』 


商 な 


も の が プリ セッ ト さ れ て いま す 。 


初期 設定 で 


よ タ イム アウ ト 制 限 が な い 連 続 送 信 が で き 


ます 。 


重要 ・ 


Ca( の コー.| 財 B 紀 に つの] 


で す 。 ら 人 で 通話 する と き は ら 者 同時 通 


話 モ ー ド を 使用 し て くだ さ 


・ 通話 中 、 親 機 が グル ー プ を 抜け る と 子 機 1 


い 。 


・ 4 名 以上 の グル ー プ で 使 


者 が 入れ 替わる 場合 と 、 


・ 子 機 ら の 通話 が 途切れ ます 。 


受信 の み の ユ ー ザ ー に 


つい て も 制限 が あり ます 。 詳し く は 後述 の 「 通 信 範 囲 ] を お 読み くだ さい 。 


チャ ン ネ ル :A 一 日 


イッ チ を オン に し て 送信 状態 に し ます 。 


お 互い に 通 


・ 通話 中 に 第 三 


話 確認 し ます 。 


ネッ "一 時 的 に 相 

参 

吉 に し ます 。 
・ 初 期 設 定 は 


は タイ ム ア ウ ト 般 
「Lo] と 表示 され ます 。 
・ 表 示さ れる A と B は 使 


それ ぞ れ 別 の 


ター の 一 種 と お 考え くだ さ 
イミ ング に わずか な ずれ が あり ます が 、 


旧 天 2 リルカ 03 有 2 誠二 
限 が な い 連 続 通 話 が で きま す 。 連続 通話 時 は 送信 出力 が 


者 が 割り 込む こと は で き 
に 自分 の 声 を 聞か せ た く な いと き は 


生還 上 2 者 ] C 


L10A-01 


ませ ん 。 


「MIC] スイ ッ チ を オフ 


度 ら 秒 タ イム アウ ト 、b チャ ン ネ ル 


周波 数 帯 で す 。 中 継 や 同時 通話 は 送信 と 
周波 数 を 使っ て お り 、 そ れ を 表示 し て いま す 。 イン ジ ケ ー 
い 。 実 動作 と A か ら B に 表示 が 切り 替わる 夕 


受信 時 、 


き 小 無線 で 定め られ た 規格 の 内 部 


動作 を 行っ て いる た めで 、 異 常 で は あり ませ ん 。 


ocEJ* 
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通信 方 法 


画 通 信 範 囲 


初期 設定 で は 、 屋 外 の 障害 物 が 無い 場所 で 親 機 一 子 機 問 で 最長 6 00m 程 度 が 
通信 範囲 - な か り ま す 。 位 置 関係 が 変わ る と 極端 に 通信 範囲 が 狭く な っ た り 、 通 
話 で き な く な っ た り し ます 。 正しい 位置 関係 に な る と 元 に 戻り ます 。 後述 の セッ 
トモ ー ド で 選べ る 送信 出力 を 「High] に する と 送信 制限 が 動作 し ます が 、 通 話 
エリ ア は ら 割 程度 広がり ます 。 


@ 正 し い 位置 関係 
お 互い に 1 0m 以 上 の 間隔 で 離れ て 通信 エリ ア (円 ) の 内 側 で 通話 し ます 。 
移動 する と きも お 互い の 間隔 を と る こと を 心がけ ます 。 


び ① 待 愛 状態 で 親 機 (1 人 目 ) が 「PTT]」 スイ ッ | ヤン Lo|[3 者 | 
チ を オン に し て 送信 状態 に し た 後 、 マ イク ME 
に 向かっ て 話し ます 。 通信 成立 後 「 親 機 ] 
と 表示 され ます 。 


⑧ 子 機 1 ( ら 人 目 ) は 親 機 の 音声 を 受信 し た 
後に 「PTT]」 スイ ッ チ を オン に し て 送信 状 
態 に し ます 。 そ の 後 マ イク に 向かっ て 話し 
ます 。 通信 成立 後 「 子 機 」 と 表示 され ます 。 


@⑥ 子 機 6 (3 人 目 ) は 親 機 、 子 機 1 の 音声 を 
受信 し た 後に 「PTT」 スイ ッ チ を オン に し 


て 送 信 状態 に し ます 。 通 信成 立 後 「 子 機 

と 表示 され き 

それ ぞ れ で 通話 で きる か 確認 し ます 。 
画 何 体 番号 
あら か じ め 3 人 全員 が 個体 番号 を 設定 し て 親 機 、 子 機 1 、 子 機 ら の 関係 を 固定 
する こと が で きま す 。 設定 後 は 親 機 、 子 機 1 、 子 機 ら の 順番 に 関係 な く 送信 す 


る こと が で きま す 。 


① 待 受 状態 で 「 戻 る ] キー を 押す と 、 個 体 番 
号 が 設定 され ます 。 


固体 番号 : 1 親 機 、2 子 機 1、3 子 機 ら 


@ 通 話 で き な く な る 位置 関係 
親 機 が 通話 エリ ア か ら 抜け る か 電源 を オフ に する と 、 全 員 の 通話 が で き な く な り ま す 。 


② 個 体 番号 を 変更 する 場合 は 、「CH] キー を 


回 
ら 回 押す と 個体 番号 が 点 減 し ます 。 


③⑬ 点 減 中 に ダイ ヤル を 回 し て 個体 番号 を 選択 し ます 。 


注意 それ ぞ れ で 送信 する タイ ミン グ が 重なる 場合 、 正 し く 通信 で き な い 場合 が あ 

り ま す 。 全 員 が 待 受 状態 か ら 続け て ら 秒 以上 待っ て こ か ら 、 そ れ ぞ れ タ イミ ン 

グ を ずら し て 送信 し て くだ さい 。 
ピー カー マイ ク は 、 ハ ウリ ング が 起こ る た め 使 用 で きま せん 。 ま た 以下 条 

件 の 場合 は ハウ リン グ が 起こ る 可能 性 が あり ます 。 

・ 狭い 反響 空間 また は 閉鎖 空間 で ある 。 

・ 本 機 と マイ ク の 位置 関係 が 近い 。 

・ 受信 音量 を 大 きく し て いる 。 

・ マイ ク 音 量 を 大 きく し て いる 。 

設置 場所 を 見 直す こと や 、 受信 


イク 音量 を 調整 する こと を お 勧め し ます 。 


休憩 な ど で 一 時 的 に 抜け る と き は 、 親 機 を 送信 状態 の まま 「MIC] スイ ッ チ を オフ に し ます 。 


通信 方 法 


通話 で き な く な る 位置 関係 @ 受 信 の み の ユ ー ザ ー 
親 機 また は 子 機 が 極端 に 他 の 人 に 近づく と 、 遠 くに いる 子 機 の 通話 が 途切れ や チャ ン ネ ル さ え 合 わせ れ ば 人 数 に 制限 な く 通話 の 受信 が で きま す 。 受信 の み の 
すく な り ま す 。 ユー ザー は 通話 エリ ア 内 の 範囲 で ご 使用 くだ さい 。 


全 4 名 以上 の グル ー プ で 使用 者 が 入れ 替わる 画 4 者 同時 通話 

ここ で は 子 機 を 例 と し ます 。 通 信成 立 し て いる 上 で 、 ま すず 子 機 A の 「PTT」 ス 

イッ チ を オフ に し て 待 受 状態 に し ます 。 次 に 使用 者 の 子 機 を 入れ 替え た 後 、 子 4 人 で 同時 通話 で きる モー ド で す 。 専 用 の 中 継 器 な ど は 不要 で す が 、 使 用 前 に 
機 B の 「PTT] スイ ッ チ を オン に し て 送信 状態 に し ます 。 そ れ ぞ れ で 通話 で き 後述 の 説明 に ある 個体 番号 の 設定 が 必要 と な り ま す 。 グ ルー プ ト ー ク 機能 に つ 
る か 確認 し ます 。 いて は あら か じ め 最 適 な も の が プリ セッ ト さ れ て いま す 。 初期 設定 で は タイ ム 


アウ ト 制 限 が な い 連 続 送信 が で きま す 。 


・ こ の モー ド は ユー ザー が 4 人 必要 で す 。 ら 人 で 通話 する と き は 同時 通 
ド 、3 人 で 通話 する と き は 者 同時 通話 モー ド を 使用 し て くだ さい 。 

・ 1 台 間 隔 で 受信 音 が 少し 小さ く な り ま す が 、 異 常 で は あり ませ ん 。 
(A 1 一 A3 間 、A 8 一 A 4 間 ) 

・ 通話 中 、 誰 か が 一 人 で も グル ー プ を 抜け る と 他 の 人 の 通話 が 途切れ ます 。 

・5 名 以上 の グル ー プ で 使用 者 が 入れ 替わる 場合 と 、 受 信 の み の ユ ー ザ ー に 
つい て も 制限 が あり ます 。 詳 し く は 後述 の 「 通 信 範囲 ] を お 読み くだ さい 。 


子 機 B 


2 も 同様 の 手順 で 使用 者 の 入れ 替わり が で きま す の で 、 お 試し く 


老 だ さ し 


IL 


通信 方 法 


チャ ン ネ ル :A 一 日 主意 スピ ー カ ー マ イ ク は 、 ハ ウリ ング が 起こ る た め 使用 で き 8 また 以下 条 
件 の 場合 は ハウ リン グ が 起こ る 可能 性 が あり ます 。 

・ 狭い 反 軒 空間 また は 閉鎖 空間 で ある 。 

・ 本 機 と マイ ク の 位置 関係 が 近い 。 


・ 受 信 音 量 を 大 きく し て いる 。 

・ マ イク 音量 を 大 きく し て いる 。 

設置 場所 を 見 直す こと や 、 受 信 音 量 ・ マ イク 音量 を 調整 する こと を お 勧め し 
9 


so 一 … 
A1 


画 通 信 範 囲 


初期 設定 で は 、 屋 外 の 障害 物 が 無い 場所 で 最長 3 0 0m 四 方 間隔 程度 が 通信 範 
囲 と な り ま す 。 位置 関 係 が 変わ る と 極端 に 通信 範囲 が 狭く な っ た り 、 通 話 で き 
な く な っ た り し ます 。 正しい 位置 関係 に な る と 元 に 戻り ます 。 後述 の セッ トモ ー 
ド で 選べ る 送信 出力 を 「High] に する と 送信 制限 が 動作 し ます が 、 通 話 エ リフ 

よら 割 程度 広がり ます 。 


@ 正 し い 位置 関係 
お 互い に 1 0m 以 上 の 間隔 で 離れ て 通信 エリ ア (円 ) の 内 側 で 通話 し ます 。 
移動 する と きも お 互い の 間隔 を と る こと を 心がけ ます 。 また 通話 エリ ア 内 で あっ 
て も 線 状 に は 並ば な いで くだ さい 。 


① 個 体 番号 を 変更 する 場合 は 、「CH」 キー 
を ら 回 押す と 個体 番号 が 点滅 し ます 。 


@ 点 減 中 に ダイ ヤル を 回 し て 個体 番号 を 選 
羽 し ます 。 1 一 4 を それ ぞ れ 設定 し て く 


だ さい 。 


ロ 


③ 待 受 状態 で 1 人 目 (A1) が 「PTT] スイ ッ チ を オン に し て 送信 状態 に し た 後 
マイ ク に 向かっ て 話し ます 。 


④ ら 人 目 (A ら ) は 1 人 目 の 音 声 を 受信 し た 後に 「PTT] スイ ッ チ を オン に し て 
送信 状態 に し た 後に マイ ク に 向かっ て 話し ます 。 


⑤3 人 目 (A3) は 2 人 目 の 音声 を 受信 し た 後に 「PTT] スイ ッ チ を オン に し て 
送信 状態 に し た 後に マイ ク に 向かっ て 話し ます 。 


⑥4 人 目 (A4) は 3 人 目 の 音 声 を 受信 し た 後に 「PTT] スイ ッ チ を オン に し て 
送信 状態 に し ます 。 
それ ぞ れ で 通話 で きる か 確認 し ます 。 


守 意 それ ぞ れ で 送信 する タイ ミン グ が 重なる 場合 、 正 し く 通信 で き な い 場合 が あ 
り ま す 。 全 員 が 待 受 状態 か ら 続け て 2 秒 以上 待っ て こ か ら 、 そ れ ぞ れ タ イミ ン 


グ を ずら し て 送信 し て くだ さい 。 


通信 方 法 


信 通 話 で ご でき な く な る 位置 関係 


1 人 で も 通話 エリ ア か ら 抜 ける か 電源 を オフ に する と 、 全 員 の 通話 が で き な く 
な り ま す 。 


休憩 な ど で 一 時 的 に 抜け る と き は 、 親 機 を 送信 状態 の まま 「MIC] スイ ッ チ を 
オフ に し ます 。 


人 通話 で を な く な る 位置 関係 

1 人 が 極端 に 近づく 場合 、 例 えば A 1 が A 2 に 近づく と A 3、A 4 と の 通話 が 
で き な く な り ま す 。 ま た A 1 一 A ら 間 と A3 一 A 4 間 の 受信 音声 が 小さ べく な 
り ます 。 


@ ら 5 名 以上 の グル ー プ で 使用 者 が 入れ 替わる 


ここ で は A 4 を 例 と し ます 。 通 信成 立 し て いる 上 で 、 ま ず A 4 の 「PTT] スイ ッ 
チ を オフ に し て 待 受 状態 に し ます 。 次 に 使用 者 の A 4 を 入れ 替え た 後 、A 4' の 


し ます 。 


念 受信 の み の ユ ー ザ ー 
チャ ン ネ ル さ え 合 わせ れ ば 人 数 に 制限 な く 通 話 の 受信 が で き 8 
ユー ザー は 通話 エリ ア 内 の 範囲 で ご 使用 くだ さい 。 


ます 。 受 信 の み の 


「PTT] スイ ッ チ を オン に し て 送信 状態 に し ます 。 そ れ ぞ れ で 通話 で きる か 確認 
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通信 方 法 


画 中 継子 機 通 話 画 連 結子 機 通 話 

中 継 器 に アク セス する 中 継子 機 通話 モー ド で す 。 中 継 器 を 介する こと で 、 直 接 専用 の 中 継 器 ( DJ-P1 13R な ど ) を 複数 台 使用 し て 通話 エリ ア を 拡大 で きる 

で は 電波 が 届か な い 相 手 と 通話 する こと が で きま す 。 チ ャ ン ネ ル と グル ー プ 設 モー ド で す 。 チ ャ ン ネ ル が 同じ で あれ ば 、 他 の 無線 機 と も 中 継 器 を 介し て 通話 

定 が 同じ で あれ ば 、 他 の 無線 機 と も 中 継 器 を 介 し て 通話 で きま す 。 本 機 同士 、 で きま す 。 グ ルー プ ト ー ク 機能 に つい て は あら か じ め 最 適 な も の が プリ セッ 

また は 弊社 製 の 中 継 対応 子 機 と 通話 で きま す 。 され て いま す 。 本 機 は 自動 で 最寄り の 中 継 器 を 判別 する た め 、1 は 中 継 エ 
4 区 二 ン 云 用 恋 少 あり 。 

チャ ン ネ ル : L10 一 L18、b1 ら 一 be9 リア 内 を 移動 し こも チャ ン ネ ル 変 更 する 必要 が あり ませ ん 


重要 ・ この モー ド は 一 般 的 な 中 継 通 話 対応 の 無線 機 で は 通話 が で きま せん 。 本 機 
能 に 対応 する 専用 の 無線 機 が 必要 で す 。 


・ 中 継 器 の 設定 や 設置 に 関す る 説明 や 注意 点 に つい て は 、 中 継 器 の 取扱 説明 
書 を お 読み くだ さい 。 


L10 中 継 器 (L10B) 


① あ ら か じ め 中 継 器 と 本 機 の チャ ン ネ ル 
を 合わ せま す 。 送信 元 の 「PTT] スイ ッ 
チ を オン に し て 送信 状態 に し た 後 、 マ イ 
ク に 向かっ て 話し ます 。 


@ 送 信 元 の 音声 が 受信 され 、 通 話 で き て い 
る か が 確認 し ます 。 


一 周波 数 帯 


他社 製 を 混用 する な ど 特 殊 な 場合 の み 必要 に な る こと が あり ます 。 抽 社 製 の 中 
継 器 と 無線 機 の み を 初期 値 で お 使い な ら 操 作 は 不要 で す 。 ら 者 同時 通 二 
上 信 の 専用 周波 数 を 変更 で きま す 。 初期 値 は 受信 が A 側 、 ① あ ら か じ め 中 継 器 と 本 機 の チャ ン ネ ル を な 合 
信 が B 側 で す 。 他 社 製 は 周波 数 を 合わ せ て も 弊社 製 中 継 器 で は 動作 PP わせ ます 。 中 継 器 と 本 機 の 位置 関係 に よっ 
あり ます が 仁和 の 届 いて い に 指 和 の 内 で は あり ませ ん て は 最寄り の 中 継 器 を 判別 し て 個体 番号 が 
切替 わり ます 。 


① 待 受 状態 で 「CH] キー を 3 回 押す と 周 こ 
波数 帯 が 点滅 し ます 。 


送信 元 の 「PTT] スイ ッ チ を オン に し て 
送信 状態 に する と 、 ア クセ ス 音 が 鳴り ます 。 
鳴 
す 


⑧ ダ イヤ ル を 回 し て 周波 数 帯 を 選択 し ます 。 四 1 W A 倫 り 終わ っ て か ら マ イク に 向かっ て 話し ま 


ーー s 9 送信 元 の 音声 が 受信 され 、 通 話 で き て いる 
本 機 を リ り モ コン と し て 中 継 器 の チャ ン ネ ル な ど を 遠隔 操作 で きま す 。 か 確認 し ます 。 
24 参考 詳し く は P.29 の 説明 を お 読み くだ さい 。 


通信 方 法 


画 個体 番 号 


初期 設定 で は 、 無 線 機 が 中 継 エ リア 内 を 移動 


する と 自動 で 最寄り の 中 継 器 を 判 


別 し ま す 。 た だ し 中 継 器 の 設置 や 運用 条件 に よっ て は まれ に 誤 判 定 す る お それ 


が あり ます 。 も し 移動 範囲 が 特定 され 、 い つも 特定 の 中 継 器 だ け に アク セス す 


る 場合 は 、 こ の 機能 で 中 継 器 の 個体 番号 を 固定 する と アク セス が スム ー ズ に な 


り 、 誤 判定 も 起こ り ま せん 。 


① 待 受 状態 で 「 戻 や] キー を 押す と 、「 
が 消え 、 個 体 番号 が 設定 され ます 。 


②⑧ 個 体 番号 を 変更 する 場合 は 、「CH] 
を ら 回 押す と 個体 番号 が 点滅 し ます 。 


に ダイ ヤル を 回 し て 個体 導 
選択 し ます 。 


固体 番号 が 設定 され る と 、 本 機 を リモ 


に 四 
参考 遠隔 操作 で きま す 。 詳し く は P.29 の 説 


ン と し て 中 継 器 の チャ ン ネ ル な ど を 
月 を お 読み くだ さい 。 
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便利 な 機能 


6 便利 な 機能 seeeceseeeeeeee スギ キヤ セン | ・<<<oooeeooesee 
動 的 に 『 厨 str 


チャ ン ネ ル を 切替 えて 、 通 話し て い 

る チャ ン ネ ル を 探索 する 機能 で す 。 [短縮 設定 ] 、 
交 理 通話 ・ 中 継子 機 通話 で 使用 で きま す 。 セッ | スキ ャ ン 
トモ ー ド の 短縮 設定 で [スキャン] を 選択 し ます 。| 一 ダイ ヤル ー ||| 一 戻る 一 


_ 変更 完了 
5 用 時 に 誤っ て キー が 操作 され る こと を 防ぐ @ 開 始 
機能 で す 。「 戻 る ] キー を 長押 し する と キー 待 受 画面 で 「 機 能 ] キー を 長押 し する と スキ ャ ン を 開始 し ます 。 受 信 し た 信号 
ッ ク が 設定 され 、 デ ィ ス プレ イ に 「 鍵 アイ で チャ ン ネ ル が 止ま り ま す が 、 信 号 が な く な る と 約 2 秒 後に 自動 的 に 再開 し 8 
コン 」 が 点灯 し ます 。 ダ イヤ ル 、[「PTT」 ス す 。 ス キャ ン 実 行 中 は セッ トモ ー ド に 入れ ませ ん 。 
イッ チ ・ キ ー、「MIC」 スイ ッ チ 、「 電 源 ]」 キー、 
@ 停 止 


短縮 動作 「 栗 急 通報 ] は 操作 で きま す 。 解除 

スキ ャ ン 実 行 中 に 「 機 能 ]」 を 長押 し する と 停止 し ます 。 ま た 「PTT]」 スイ ッ チ 
を オン に し て も 停止 で きま す 。 別売 マイ ク で は 「PTT」 キー を 短く 押す と 停止 
で きま す 。 


ssseeccseeeceee キー ロッ クー に < 


する と き は 「 戻 る ] キー を 長押 し し て 「 鍵 
アイ コン 」 を 消し て くだ さい 


は 意 


VOX 機能 使用 時 は スキ ャ ン で きき 


「 機 能 ] キー を 長押 し し た と き の 動 作 に 緊急 [短縮 設定 ] 


通報 か スキ ャ ン の どちら か を 割り 合 て られ ま 2 通 寺 
す 。 設 定 は セッ トモ ー ド の P.42 を 参照 紫 急 通報 RE の 間 昌 
くだ さい 、。 本 |: 蘭 seeeeeee テコ ユ コノ ルオ ペレ ーション eoeoeeeeee 
交互 通話 ・ 中 継子 機運 話 の み に 有 効 で す 。 ス ョ シー 
タン ド マ イク は 職能 に は 向き ませ ん 。 別 亮 | 動作 設定 ] 
S マイ ク を お 勧め し ます 。 
oe の の の の らら の ら の らら の の ら の ら @ ら @ の の 緊急 通報 の の ら の ら の らら の の の ら @ の ら の ら @ の ら @ の 9@@@ メイ ン / サブ の 2 つの チャ ン ネ ル を 交 ぷ 互 に 証 Ra- 
簡易 的 な 切通 報 と し て 交 通 話 ・ 中 弥子 機 ヤン 周 ] 時 1N ビ ー ド DD 導 
簡易 的 な 緊 話 ・ 中 継子 機 1 ヤキ と i] 和 回 拡張 セッ トモ ー ド の デュ アル オペ レー ショ ン 
画 話 デュ アル オペ レー ショ ン (メイ ン の み ) % の [動作 設定 」 を オン に し て 、 同 じ 項 目 の 「 メ に と 
で 使用 で きま す 。 A | Ei イン CH 」、「 サ ブ CH 」 を それ ぞ れ 設定 し 
セッ トモ ー "の 短編 設定 で 、 「 緊 女 通 報 」 を バハ ます 。 
選択 し ます 。「 機 能 ] キー を 長押 し する と ア その 他 に 再開 時 間 等 、 個 別に 設定 で きる 以下 還 
ラー ム 音 を 1 0 秒間 送信 し ます 。 受信 し た 無 項目 も あり ます の で 、 後 述 の セッ トモ ー ド を 
線 機 か ら ア ラー ム 音 が 鳴り ます 。 お 読み くだ さい 。 
メイ ング ルー プ 、 サ ブ グ ルー プ en 
[] 徐 汐 の セッ トモ ー ド で 選べ る サウ ンド を 「 ガ イダ ンス 」 に 設定 し て いる と 、 0 SE ee 
ヒコ 「 異 常 が 発生 し まし た 」 と ガイ ド が 鳴り ます 。 2 ダー 


・ メイ ン 秘 話 設定 、 サ ブ 秘 話 設定 本 
26 - 再開 時 間 


便利 な 機能 


仁 意 


送信 


Bluetooth マイ ク 使 


を 押し 8 


メイ ン CH で 送信 する 場合 
ます 。 待 受 画面 に 「 


れ メ イン CH で 送信 し ます 


二 度 # 


し 8 


され サブ CH で 送 人 
通話 が 終わ っ て か ら 、 


す 。 待 受 
国 


交互 待 


け を 再開 し ます 。 


受信 


メイ ン CH を 
と 表示 され 、 
サブ CH を 受信 する と 待 受 画 


時 、 本 機能 


ま 「PTT」 キー 
AIN] と 表示 さ 


サブ CH で 送信 する 場合 は 「PTT]」 キー を 
国 | 「SUB] と 表示 


9。 
再開 時 間 が 経過 する と 


受信 する と 待 受 画 


「 ピ ッ ]」 音 が 鳴り 


ます 。 


に 「MAIN] 


ヤヤ 団 民 


MAIN 


系 簡 


SUB 


こ 「SUB] と 表示 され 、「 ピ ピッ ] 音 が 鳴り ます 。 


oe の の らら の ら @ ら @ の ら @ の ら @ の の @@ ACGSH (アク シュ ) の ら の の ら の の ら @ の ら @ の ら @ の の @@ 


すでに 1 


し て いる 無線 機 (交互 通話 ・ 
ン ネ ル と グル ー プ 番号 を スキ ャ ン し て 、 本 機 に 同じ 内 容 を 


継子 機 通 話 は 他社 製 も 含む お ) の チャ 


動 設 定 する 機能 で 


す 。 交互 通話 ・2 者 同時 通話 ・3 者 同時 通話 ・ 中 継子 機 通話 に 対応 し て お り 、 
あら か じ め 通 話 方 式 を 設定 し て お く 必 要 が あり ます 。 


重要 ・ 


こ 停 止 し ます 。 


動 設定 中 は 電源 を オフ に し な いで くだ さ 


・ 本 機 が 電波 を 検出 し て いる と き は 、 


い 。 オ フ に する と 


動 設定 せ ず 


ター 機 の マイ ク か ら 音 声 が 入ら な 


ます 。 


・ グ ルー プ 番 号 の 検出 
その 場合 グル ー プ 番号 を 0 


いよ うに ご 注意 くだ さい 。 電 波 が 乱 さ れ て 1 


E 常 に 判定 で き な い こと が あり 


・ ら 者 /3 者 同時 通話 の 場合 で も 、 送 信 す る 無線 機 は 1 台 で す 。 最初 に 送信 
し た 人 が マス ター 機 と な り ま す 。 複数 台 で 送信 
に トー ン 周 波数 が 近い 
り 、 誤 判定 する こと が あり ます 。( 例 : 01 番 : 


し な いで くだ さい 。 
も の は 動作 が 不安 定 に な っ た 
67Hz、39 番 : 69.3HZ) 


番 一 38 番 の 範囲 


さい 。 


動 設定 後 は キー 


・ 本 機 を 含む 多 機能 機種 に は 一 部 
の 周波 数 を A (440MHz) 


c 設 定 し て いる と 、 


継 周波 数 帯 の 切 


設定 し て か ら で ご 使 


替え が で きま す 。 中 継 器 


ッ ク を オフ に し まき 


す 。 


動 設定 で きま せん 。 
ッ ク が オン し ます 。 手動 で チャ ン ネ ル や グル ー プ 番号 
を 変更 し た い 場 合 は 、 キ ー 


画 交 互 通話 ・2 者 同時 通話 ・3 者 同時 通話 の と き 


チャ ン ネ ル X 
グル ー プ Y 


画 中 継子 機 通 話 の と き 


① マ スタ ー 機 と 任意 の 本 機 を 用 意 し ます 。 
誤 判 定 を 防ぐ た め に 近 距 離 で 作業 し て くだ 


さい 。 


② 本 機 の 電源 を オフ に し ます 。 


③⑬「 電 源 ] キー を 長押 し し 続け ます 。 一 
源 が オン し ます が 「ACSH モー ド 」 と 表 
示さ れる まで 約 7 秒間 


④ 表 示 後 、「 設 定 も と な る 一 ] が ガイ ド さ れ 
た ら ー 機 を 送信 し ます 。 


⑤ 数 秒 か ら 最 長 で ら 分 程度 待ち ます 。 マ スタ ー 機 の 電波 を 検 和 する と 「 ピ ビビ 」 
音 と と も に ラン ブ が 青色 点 減 し 「ACSH 中 ] と 表示 され ます 。 
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③「 機 能 ] キー と 「 電 源 ] キー を 同時 に 長押 押し し 続け ます 。 電 源 が オン し ま 
す が 「 エ アク ロー ン 」 と 表示 され る まで 約 7 秒 間 押 し 続け ます 。 


③ 設 定 が 終わ る と 「 自 動 設 定 が 完了 し まし た 」 
と ガイ ド し 、 ラ ン ブ が 緑色 点滅 し 、 設 定 チャ 
ン ネ ル ・ グ ルー プ 番 号 が 表示 され ます 。 キ 
ッ ク が オン に な り 、 自 動 的 に 電源 が オフ 
し ます 。 電源 を オン に し ター 機 と 通話 
で きる か が 確認 し ます 。 


送信 ( 親 機 ) 


親 機 の TPTT」 スイ ッ チ を オン に する と 「 設 
定 内 容 を 無線 通信 し ます 」 と ガイ ド し 、 設定 | エ アグ ロー ン 由 
設定 を 送信 中 


情報 を 送信 し ます 。 

送信 中 は ラン プ が 赤色 点滅 し 、 送 信 中 の 画 

が 表示 され ます 。 停止 させ る 場合 は 、「PTT」 
イッ チ を オン に し ます 。 


紅 意 = ユア ルオ ペレ ーション 中 、 本 機能 は 動作 し ませ ん 。 


受信 ( 子 機 ) 
設定 情報 を 受信 する と ラン プ が 青色 点滅 し 受 ヽ 
信 中 の 画面 が 表示 され ます 。 設定 時 間 は 最長 | 工 の 還 ニ ンク 中 
セッ トモ ー ド 項目 まで 含め て 全て 設定 済み の 本 機 を 親 機 と し て 、 状 態 が 異な る で 約 10 秒 で す 。 設定 が 終わ る と 「 自 動 設定 記 定 号令 
別 の DRH-PM30OSE に 親 機 の 設定 内 容 を 送信 し 、 自 動 設 定 する 機能 で す 。 異な が 完了 し まし た 」 と ガイ ド し 、 ラ ンプ ブ が 緑色 設定 を 受信 中 
る 機種 と は クロ ー ン で きま せん 。 親 機 の 近く に 集め て お け ば 、 複 数 の 子 機 を 一 点滅 し 設定 情報 が 表示 され ます 。 そ の 後 キ ー 
度 に クロ ー ン で きま す 。 ッ ク が オン に な り 、 自 動 的 に 電源 が オフ し 
ます 。 
重要 ・ 自動 設定 中 は 電源 を オフ に し な いで くだ さい 。 オ フ に する と 自動 設定 せ ず 
こ 停 止 し ます 。 確認 ( 親 機 一 子 機 ) 
・ 自 動 設定 後 は キー ロッ ク が オン し ます 。 手動 で チャ ン ネ ル や グル ー プ 番号 設定 が 完了 し た ら 親 機 の 電源 を オフ に し ま 
を 変更 し た い 場 合 は 、 キ ー ロ ッ ク を オフ に し ます 。 す 。 子 機 は 電源 を オン に し 、 親 機 と 通話 で き 
る か 確認 し ます 。 


親 機 任意 の 台数 の 子 機 


親 機 と 同じ 内 容 に 自動 設定 


① 親 機 と 任意 の 子 機 を 用 意 し ます 。 
誤 判定 を 防ぐ た め に 近 距 離 で 作業 し て く 


だ さい 。 中 ア ワ / 日 還 ン 
@ 親 機 と 子 機 の 電源 を オフ に し ます 。 
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) の ら の の ら @ の ら @ の の の の ら @ の の @@ 


RSme40Ree uH 本 599SSNSSt ee 


本 機 を り リモ コン と し て 中 継 器 の チャ ン ネ ル を 遠隔 設定 で きる 機能 で す 。 


みく だ さい 。 


重要 中 継 器 の 設定 に 関す る 説明 や 注意 点 に つい て は 、 


継 器 の 取扱 説明 書 を お 読 


画 動 作 の 流れ 


設定 内 容 送 信 


① 本 機 の 通話 方 式 を 中 継子 機 通話 に 設定 し 
ます 。 あ ら か じ め チ ャ ン ネ ル と グル ー プ 
番号 を 設定 し ます 。 

誤 判定 を 防ぐ た め に 近 距 離 で 作業 し て く 
だ さい 。 


@ 待 受 画面 で 「CH」 キー を 約 2 秒間 長押 
し し ます 。 


③ 送 信 中 は ラン プ が 赤色 点 減 し 、「 リ 1 
中 ]」 と 表示 され ます 。 停止 させ る 場合 | 
② と 同様 の 操作 で 待 受 画面 に 戻り ます 。 


④ 設 定 が 完了 する と 「 プ ルル 」 音 と と も に 


本 機 と 同じ 内 容 に 自動 設定 


リモ コン 中 


ラン プ ブ が 緑色 点 減 し 、「 リ モコ ン 完 了 ] と 表示 され ます 。 そ の 後 自動 的 に 待 


画面 に 戻り ます 。 
中 継 器 に アク セス で きる か 確認 し ます 。 


「 中 継 器 アラ ー ム 」 な どの 設定 値 も り モコ 
参考 詳し く は P.40 の 説明 を お 謗 み くだ さい 。 


ン で 設定 する こと が で き 


た す 。 


ーー 連結 中 総 リ モコ ン 


本 機 を り リモ コン と し て 専用 の 中 継 器 (DJ-P113R な ど ) の チャ ン ネ ル を 遠隔 


設定 で きる 機能 で す 。 


重要 中 継 器 の 設定 に 関す る 説明 や 注意 点 に つい て は 、 
みく だ さい 。 


画 動 作 の 流れ 


設定 内 容 送 信 


2 


① 本 機 の 通話 方 式 を 連結 子 機 話 に 設定 し ま 
す 。 あ ら か じ め チ ャ ン ネ ル と 個体 番号 を 設 
定 し ます 。 


さい 。 


し ます 。 


中 ] と 表示 され ます 。 停止 で せる 場合 は 、 
⑧ と 同様 の 操作 で 待 受 画面 に 戻り ます 。 


継 器 の 取扱 説明 書 を お 読 


連結 中 継 器 


| ト 】 
誤 判 定 を 防ぐ た め に 近 距 離 で 作業 し て くだ リ 十 コン 


| 
③ 送 信 中 は ラン プ が 赤色 点滅 し 、「 リ モコ ン リ 十 
送 画 ン 元 


@ 待 受 画面 で 「CH] キー を 約 2 秒間 長押 し リモ >7| 


④ 設 定 が 完了 する と 「 プ ルル 」 音 と と も に 
ンプ が 緑色 点 減 し 、「 リ モコ ン 完 了 」 と 表示 され ます 
印 に 戻り ます 。 


中 継 器 に アク セス で きる が 確認 し ます 。 


。 そ の 後 自動 的 に 待 受 画 


中 継 器 の 「 ビ ー コ ン 間 隔 時 間 」 な どの 設定 値 も リモ コン で 設定 する こと が で 


参考 さま す 。 詳 し く は P.40 の 説明 を お 読み くだ さい 。 
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seeccccceeo ソイ ズ キ ャ ン セ ラー ーー・・・ こ っ sececsccecse BIUGtOOth 機能 ・・・・・・・ 


音声 以外 の ノイ ズ を 除去 し て 音声 の 明 須 度 を Ss 三 本 機 は 最大 8 台 ま で の 弊社 製 Bluetooth 対応 アク セ サ リ ー を 登録 で きま す 。 複 
届 人 PC20M2 ラ l 数 の アク セ サ リー を 登録 する と き は 、 正 し く 動 作 す る こと を 確認 し な が ら 1 台 
定 の 「 ノ イズ キャ ン セ ラー」 で オフ /MIC/ MIC ずつ 個別 に 行っ て くだ さい 。 複数 台 同時 接続 は で きま せん 。 ま た 、 他 社 製 の 
SP/ALL の 4 種類 の 中 か ら 設定 し ます 。 Bluetooth 対応 イヤ ホン 、 イ ヤ ホ ンマ イク 類 は ペア リン グ で きま せん 。 
ー タ mbー || - 選 る - 
・MIC : マイ ク か ら 入る ノイ ズ を 除去 し ます 。 画 Bluetooth 対応 イヤ ホン マイ ク 、 ス ピー カー マイ ク 
・SP : スピ ー カ ー か ら 鳴 る 音声 の ノイ ズ を 本 機 の Bluetooth 機能 に 対応 する マイ ク を 使っ て 通話 が で きま す 。 
除去 し ます 。 ・Bluetooth の 通信 範囲 は 約 10m (目安 ) で す 。 マ イク の 電波 が 本 機 に 届く 範 
ii 囲 は 通話 で きる の で 、 無線 機 の 前 か ら 離 れ て 動 さ 回 る こと が で きま す 。 
・ALL : MIC / SP 両方 が 機能 し ます 。 ・ 登 録 台数 が 8 台 を 超え る と ペア リン グ 情 報 が 古い も の か ら 自 動 で 削除 され 8 
す 。 
・ 音声 の 周波 数 を 通過 させ 、 そ れ 以 外 は 除去 する タイ プ の ノイ ズ キ ャ ン セ ・ 下 記 の 機能 は Bluetooth に 接続 し て いる と 使え ませ ん 。Bluetooth の 設定 を 


ラー で @。 オフ に し た うえ で 、 有 線 式 の マイ ク を お 使い くだ さい 。 
・ 本 機能 を オン に する と 、 音 声 は 若干 変化 し ます 。 音楽 や チャ イム は 正しい ・ デ ュ ア ルオ ペレ ーション ・ コ ー ル バッ ク 
音 に 聞こ えま せん 。 


2 の = * き ませ ん 。 ・Bluetooth 方 式 と 有線 の ね じ 込 み ジ ャ ッ ク に 接続 する スピ ー カ ー マ イ ク を 併 
s 生生 の いき まけ | まろ こま す 。 一 定 の ビー ブ 音 や 強 する と 、 両 方 の スピ ー カ ー か ら 音 声 が で ます 。 ど ちら か の 音声 を 消す 設定 や 
い 信号 を 受信 する と 、 強弱 を 一 定 レ ベル に し て 聞き や すく 自動 調整 する た 操作 は あり ませ ん 。 有 線 式 ス ピー カー マイ ク 接 続 時 は 常に 有線 式 ス ピー カ 
ゆめ,@igis イク の スピ ー カ ー 出 力 が ON と な り ま す 。 音 声 を 聞き た く な い 場 合 は 、 有 線 
・ 音 声 周波 数 を フィ ルター する 原理 上 、 騒 音 が 多い 場所 で は 送受 信 音 声 が 小 式 ス ピー カー マイ ク は お 使い に な ら な いで くだ さい 
さく な っ た り 、 少 な い 場 所 で は 歪ん だ り 、 人 ハウ リン グ が 発生 し た りす る こ 
と が あり ます 。 そ の よう な と き は オフ に し て お 使い くだ さい 、。 


・Bluetooth マイ ク の 音量 
量 に 合わ せ て くだ さい 

・ 本 機 音 量 が 極端 に 小さ ざい 、 ま た は 極端 に 大 きい 場合 、Bluetooth マイ ク 
の 音量 で は 適切 に 調整 で き な く な る た め 、 ご 注意 くだ さい 

・ 受 信 中 に 受信 音 の 大 き さ が 変化 する こと が あり ます 。 一定 の ビー ゴ 音 や 強 
い 信 号 を 受信 する と 、 強 弱 を 一 定 レ ベル に し て 聞き や すく 自動 調整 する た 
めで す 。 


は 本 機 の ダイ ヤル で も 


調整 で きま す 。 適 切な 音 


便利 な 機能 


較べ ベア リン グ ペア リン グ 後 の 動作 に つい て 、 一 度 ペ アリ ング し た アク セ サ リ ー と は それ 以 
ビー 回 ペア リン グ す る 必要 は あり ませ ん 。 
ペア リン グ と は マイ ク な どの Bluetooth 対応 アク セ サ リ ー (以下 、 ア クセ サリ ー) ”- ト 記 の 条件 を 満た し て いる 場合 は 自動 で 接続 し ます 。 


4 こ 語 欠 革 果 作 で す 。 ・ 本 機 の Bluetooth 機能 が 「 オ ン 」 

と 本 機 を お 互い に 登録 し 、 接 続 する 操作 で す ・ 林 機 が 待ち 受け 状態 
・ ア クセ サリ ー が 「 オ ン 」 
重要 ・ 複数 の Bluetooth 機器 が ある 場所 で は 、 ペ アリ ング し た い ア クセ サリ ー を 
正しく 検索 で き な い こと が あり ます 。 こ の よう な 時 は 必要 な アク セ サ リ ー 
だ け に な る よう に 、 使 用 し て いな い Bluetooth 機器 の 電源 を オフ に する か 、 
それ ら の 機器 か ら 離 れ て くだ さい 。 
・ リ セッ ト す る と 登録 され た ペア リン グ 情 報 は 全て 消え 、 復 元 で き な く な り 
ます 。 あ ら た め て 登録 し た い 機 器 と ペア リン グ し て くだ さい 。 

台 を 超え て ペア リン グ す る と 、 古 い ペ アリ ング 情報 は 自動 で 消え ます 。 

ペア リン グ 情 報 が 消え た ら 、 再 度 ペ アリ ング し て くだ さい 。 
・ 操 作 を 始め る 前 に 、Bluetooth マイ ク の バッ テリ ー を 充電 し て 電源 が 切れ 

な いよ う 、 ど ご 注意 くだ さい 。 

イヤ ホン マイ ク で あれ ば 、 イ ヤ ホ ン を 耳 に 装着 し ます 。 


注意 Bluetooth の 通信 は 、 周 辺 機器 の 影響 で 通信 範囲 が 著しく 変化 し た り 、 ペ 
くく 
電子 レン ジ な ど 
・ 無 線 LA 


・ 他 の Bluetooth 機器 
この よう な 場合 は 、 ほ か の ワイ ヤレ ス 通 信 を 停止 させ た り 、 電 子 レ ンジ な ど 
の 使用 を 中 止 し た り 、 周 辺 機器 と の 距離 を は な す な ど し て くだ さい 。 
また 、Bluetooth 機器 と 本 製品 の 距離 を で きる だ け 近 づけ る と 、 通 信 状 況 が 
改善 する こと が あり ます 。 


1. 本 機 を ペア リン グモ ー ド に する 
MGM トモ ー ド の Bluetooth を 「 オ ン 」 に し ます 。 待 受 画面 に 「#」 ア 
イコ ン が 表示 され 、 ラ ンプ が 赤色 ・ 緑 色 交 互 点滅 し ます 。 
※ ら 台 目 以降 の アク セ サ リ ー と ペア リン グ す る 場合 、 以 下 を お 読み くだ さい 

人 @ ら 台 目 以 降 の ペア リン グモ ー ド 

の 本 トモ ー ド の 軸 呈 Ne9 誠 を 「 オ ン 」 に し ます 。 待 受 画面 に 「*」 
コン が 表示 され 8 


@ー 度 電源 を オフ し 、 「CHI キー と 「 電 源 ] キー を 同時 に 長押 し し 続け ます 。 
電源 が オン し ます が 、 ラ ンプ ブ が 赤色 ・ 緑 色 交 互 点 滅する まで 押し 続け ます 。 


ら . ア クセ サリ ー を ペア リン グモ ー ド に する 

操作 の 前 に アク セ サ リ ー の 取扱 説明 書 も お 読み くだ さい 

① イン ジ ケ ー タ ー が オレ ンジ 色 に 点灯 後 、 緑 で 早く 点 減 す る まで 「 電 源 ] ボタ 
ン を 長押 し し ます 。 

⑧ 「 ペ アリ ング 中 で す 」 と 音声 が 聞こ え 、 イ ンジ ケー ター が 緑 で 早く 点滅 し た ら 

「 電 源 ] ボタ ン か ら 手 を は な し ます 。 

※ 弊社 製 の アク セ サ リ ー を 初め て ご 使用 に な る と き は 電源 を オン する だ け で 、 
ペア リン グモ ー ド に な り ま す 。 

※ ペア リン グ で きる 無線 機 が 見 つか ら な い 状 態 が 5 分 つづ く と 、 電 源 が オフ し 

ます 。 


3. 本 機 と アク セ サ リ ー を ペア リン グ す る 
上 記 の 操作 で 本 機 と アク セ サ リ ー が 共に ペア リン グモ ー ド に な る と 自動 で 接続 
し ます 。 接続 で きた ら 本 機 の Bluetooth アイ コン が * か ら 甘 に 変わ り ま す 。 
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便利 な 機能 


電源 を オフ に し 、「 機 能 ] キー と 「 戻 る ] キー 
を 押し な が ら 電 源 を オン に し ます 。 
「RESET」 が 表示 され た ら 「 機 能 ] キー を 押 


す と 、 す べ て の 設定 が 初期 1 


「 機 能 ] キー 以外 の キー を # 


L さ れ ま す 。 
す と リセ ッ ト 操 


作 を キャ ン セ ル し て 起動 し ます 。 
ーー 拡張 セッ トモ ー ド を 含め て 初期 化 さ れ ま す 。 


リセ ッ トー・・・・・・ で 0 


RESET 


実行 一 機能 キー 
中 止 一 その 他 の キー 


| 一 wmaw 

: ・ ノ イズ キャ ン セ ラー 
四 =・Bluetooth 

バア リン グ 一 覧 


ょ ニー・ 日 「 接続 時 本 体 SP 
T マイ ク 人 人 / マキ ー 


TT ホー ルド 


コー ル バ ッ ク 
エンドー 
送信 出力 


VOX ディ レイ タイ ム 
マイ ク 音 量 


=・PTT オン / オフ 
ー-- トー ンマ ー ジ ン 


ニタ ー モ ー ド 


電源 設定 (P.38) 
レー オー ト パ ワ ー オ フ 
操作 音 設定 (P.38) 


サウ ンド 
操作 音量 


セッ トモ ー ド 


ペン 


表示 設定 (P.38) 
バッ クラ イト タイ マー 
カラ ー 
明る さ 
=・ コ ント ラス ト 
ラジ シ プ 
CH 非 表示 


- 連 結子 機 設定 (P.40) 
ニー・ ア クセ ス 速 度 
ト -・ ア クセ ス 音 
ょ =・ ビ ー コ ン 間 隔 時 間 


( 


呈 意 ・ 点 線 ・ グ 


る と 表示 され ます 。 


・Bluetooth が オン の 場合 


し ませ ん 。 


MM 


デュ アル オペ レー ショ ン (P.41) 


『 設定 

ョ < イン CH 
2 CH 

*ー・ メ イン グル ー プ 

『 ニ =・ け サブ グル ー プ 
ミー- メ イン コン パン ダー 
ミー- サ ブ コ ン パ ン る 
= ピュ メイ 
ーー サフ 秘話 


・- ・ 再 開 時 間 
知 縮 設定 (P.4 ら ) 


あわ 


レー 表示 の 部 分 は 次 の ペー ジ の 拡張 セッ トモ ー ド に て 設定 操作 す 


、 デ ュ ア ルオ ペレ ーション や コー ル バ ッ ク は 動作 
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セッ トモ ー ド 


seecccco セッ トモ ー ド 基本 操作 ・*・・…・…・ ssccccccccceco セッ トモ ー ド ・・・ に ここ 


本 機 を も っ と 使い や すく する た め に 、 各 種 機能 の 動作 を カス タマ イズ で きま す 。 セッ トモ ー ド で 設定 で きる 機能 の 内 容 と 、 設 定 値 の 一 覧 で す 。 
* マー ク が 付い て いる の は 拡張 セッ トモ ー ド の 項目 で す 。 
** マー ク が 付い て いる の は Bluetooth に 対応 し て いな い 項 目 で す 。 


田 セ ッ ト モ ー ド の 設定 方 法 


① 待 受 画面 で 「 機 能 」 キー を 押し て セッ トモ ー ド に 入り ます 。 
② ダ イヤ ル を 回 し て 設定 し た い 項 目 に 合わ せ 、「 機 能 ]」 キー で 選択 し ます 。 田 通 信 設定 
③ 設 定 し た 項目 を 開い た ら 、 ダ イヤ ル を 回 し て 設定 値 を 変更 し ます 。 
④ 「 戻 る ] キー を 押す と 一 段階 戻り ます 。「 電 源 ] キー や 「PTT」 キー を 押し た = = 
り 「PTT] スイ ッ チ を オン し た りす る と 、 確定 し て 待 受 画面 に 戻り ます 。 Ji [通話 方 式 ] 
初期 値 は 3 者 同時 通話 で す 。 3 者 同時 通話 
N 2 所 4 リ で ーー ルー = ーー 
LES 2 設定 方 法 交互 通話 / 6 者 同時 通話 / 3 者 同時 通話 nM | 本 Se 
に US IS ーー の Re 4 者 同時 通話 / 中 継子 機 通話 
⑧「 キ ー ロ ッ ク 」 と 表示 中 に 「 戻 連結 子 機 凡 話 
5 回 連続 で 押す と 、「 ピ ピ ] 音 
張 セ ッ ト モ ー ド が オン に な り 本 
M コン パン ダー = 
* モ こ eS 抽 回 隊 6 ーー 
ES 通話 中 に 開 こ える バッ クノ イズ を 低減 | [コン パン ダー] 
④ 拡 張 セ ッ 還 ド を オフ に する 場合 は 、 同 で きま す 。 初期 値 は AUTO で す 。 AUTO 
様 の 操作 を 繰り 返し ます 。 di 4 者 同時 通話 で は 隊 | 痢 本 
[し ] 拡 参 セ ッ ト モ ー ド 時 は セッ トモ ー ド に 入っ た と き に [セッ トモ ー ド + ] と 表 オフ / オ ン /AUTO 
参考 7 示さ れ ま す 。 
@ 秘話 設定 7 で mf 
設定 する と 他 の 人 に は 通話 内 容 が 商 か | [秘話 設定 ] 
モー ド 中 は 、PTT お よび 各種 機能 に よる 送信 は で きま せん 。 れ に くく な り ま す 。 セ キリ ティ と し て 


確定 する と 待 受 画面 に 戻り ます が 、 送 信 は し ませ ん の で 
待 受 画面 で 消灯 ) に ら オ ン ( 点 ! ) ます 9。 
待 受 画面 で オフ (消灯 ) に し て か ら オ ン (点灯 ) オフ / オン 


・[PTT」 スイ ッ チ の 動作 原理 上 、 セ ッ ト モー ド 画 面 で オン ( 旋 罰 ) に し て は 低い も の で す 。 初期 値 は オフ で す 。 馬 り 0 | 性 ーー 


@ 秘話 周波 数 で 
通話 し た い グ ルー プ 全 員 同 じ 周 波数 に [ 秘 話 周 波数 ] 


設定 し ます 。 初 期 値 は 3. 4kHz で す 。 3.4kHz 


6.7ー 3.4kHz (0.1kHz ステ ッ プ ) 


攻 25 | 計 要 


セッ トモ ー ド 


@BT 接続 時 本 体 SP * 
Bluetooth 使用 時 に 本 機 ス ピー カー か 
ら 受 信 音 を 鳴ら す 機能 で す 。 初 期 値 は 
0 | 隊 * ーー オフ で す 。 オ ン に する と 両方 か ら 鳴り 


@$ ノ イズ キャ ン セ ラー * 
音声 以外 の ノイ ズ を 除去 し て 明瞭 度 を 
上 げ る 機能 で す 。 初 期 値 は オフ で す 。 


本 


[ノイ ズ キ ャ ン セ ラー 8 


ます 。Bluetooth 側 の 受信 音声 を 切る 
こと は で きま せん 。 
ボリ ュー ム を 下げ て お 使い くだ さ 


著作 | 計 ーー 


オフ /MIC/ SP/ ALL 


@ Bluetooth * 
弊社 製 Bluetooth 対応 アク セ サ リ ー と [Bluetooth] 
接続 で きま す 。 初 期 値 は オオ フ で す 。 2 8 オフ / オン 
社 製 Bluetooth 対応 アク セ サ リ ー の 関 人 
[4 / マ 」 キー の 割り 当て を 設定 で き 音量 変更 
⑯ ペ アリ ング 一 覧 * [ペア リン グ 一 覧 ] ます 。 初期 値 は 音量 変更 で す 。 宅 40 
Bluetooth を オン に する と 、 過去 に ペ 王 コ 
アリ ング し た アク セ サ リ ー 名 が 表示 さ |ALINCO-eme80bm 音量 変更 / チャンネル 変 完了 
れ ま す 。 ALINCO-ems87b 


ペア リン グ 一 覧 か ら 接 続 ま た は 削除 し ALIN -em m 
た い ア クセ サリ ー 名 を ダイ ヤル キー で CO-eme80bma 
選択 し 「 機 能 ] キー を 押し ます 。 接 続 | 
する と き は 「 機 能 ]」 キ ー を 押し 、 接 続 | 機能 キー で 接続 
を キャ ン セ ル す る と き は 再度 「 機 能 ] | 権 a < 
キー を 放 し ます 削除 す る と き は 「 李 導 し 胃 能 長押 で 削除 
キー を 長押 し し ます 。 


セッ トモ ー ド 


一 送信 設定 @ エ ンド ピー 
[PTT」 スイ ッ チ を オン か ら オ フ に し た 
- と き に 「 ピ ッ 」 音 が 鳴り 送信 が 終わ っ 
[PTT ホ ー ル ド ] た こと を 相手 に お 知ら せ す る 機能 で す 。 
送信 側 で 設定 し て くだ さい 。 
軒 ーー 置 ろ ー ド ビ ビ に する と 、 受信 終 了 時 に 信 
AM | 表 maー 号 レ ベル に 合わ せ て ビー ブ 音 が 鳴り ま 
ビー フ 音 は 3 段階 あり 強 (ピッ ) 
中 ( ビ ピピッ) 弱 (ピピ ピッ ) と 鳴り ます 。 
受信 側 で 設定 し て くだ さい 。 
初期 倫 は オフ で す 。 


@⑯PTT ホー ルド (別売 マイ ク 使用 時 ) 
「PTT 」 キー を 一 度 押 す と 送信 を 継続 
する 機能 で す 。 再 度 押す と 待 受 状態 に 
戻り ます 。 初期 値 は オフ で す 。AUTO 
こす る と ら 者 4 者 同時 通話 時 に 自動 
的 に 本 機能 が 動作 し ます 。 


オフ / オ ン / AUTO 


二 意 ・ ス ピー カー マイ ク は 、 本 機能 が 動作 し ませ ん 。 オフ / オン / エン ド ピ ピ 


・「PTT」 スイ ッ チ の 動作 原理 上 、AUTO の 場合 は 送信 状態 か ら 
灯 ) に する と 待 受 状態 に 戻り ます が 、 送 信 は し ませ ん の で ご 注意 


・ エ ンド ピピ は テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ラー を 搭載 し た 弊社 品 ま た は 、 グ ルー 
プ ト ー ク を 設定 し た 無線 機 か ら 送 信 さ れ た 電波 が 動作 条件 と な り ま す 。 
・ トー ンマ ー ジ ン を オン に する と 、 エ ンド ピピ は 正しく 動作 し ませ ん 。 


信 VOX 
「PTT]」 スイ ッ チ を オン せ ず に 、 マ イク 
に 向かっ て 話す と 、 自 動 的 に 送信 する 


機能 で す 。 大 きい 声 で 話す 場合 は Low Mei il [送信 出力 ] 

小さ い 声 で 話す 場合 は High に 設定 し 送信 出力 を 設定 で きま す 。 初期 値 は 

て くだ さい 。 初 期 値 は オフ で す 。 AUTO で す 。 通 話 方 式 に 合わ せ て 送信 AUTO 
交互 通話 ・ 中 継子 機 通 話 で 使用 で きま す 。 1 


る と 9 分 に 一 回 、 ら 秒間 タイ ム ア ウ ト 消去 
する た め 、 ら 者 4 者 同時 通話 で 連続 ソ 
送信 が で き な く な り ま す 。 

通常 は AUTO の まま 使用 し て くだ さい 。 


H 力 が 自動 で 切替 わり ます 。High に す | 一 ダイ ヤル ー | ー 戻 る 一 
キャ ン セ ル 


オフ / Low / High 


ピー カー マイ ク 接 続 時 や PTT オフ 設定 時 は 、 本 機能 が 動作 し ま 
詳し く は P.45 の オプ ショ ン 一 覧 を お 読み くだ さい 。 
囲 の 環境 音 で 送信 し て し まう 場合 は Low に 設定 し て くだ さい AEUEESDUS 


[し] 初期 値 AUTO に する と 8 者 同時 通話 (チャン ネル : b12 一 b29) ・8 者 / 


コー ル バ ッ ク で 4 者 同時 通話 に つい て 、 タ イム アウ ト 制 限 が な い 連 続 送 信 が で きま す 
ーー い 参 則 ) に ゴリ の ゆら eo 
送信 中 に イヤ ホン か ら 自 分 の 送信 音声 | [コー ル バ ッ ク ] き 
が 聞こ えて くる 機能 で す 。 正 し く 送 信 オフ 


で き て いる か 確認 し な が ら 通 話 で きま 性 = に 
す 。 初 期 値 は オフ で す 。 記 


オフ / オン 


紅 司 スレ ー カ ー マ イ ク は 、 ハ ウリ ング が 起こ る た め 使 


@VOX ディ レイ タイ ム 
VOX で 送信 中 に 上 息継ぎ な ど で 声 が 途 切 
れ て も 送信 状態 を 保持 する 時 間 を 設定 
で きま す 。 初期 値 は 1 秒 で す 。 


1 5 秒 


@ マイ ク 音 量 ( マイ ク ゲ イン ) 
相手 に 聞こ える 声 が 小さ いと きゃ や 話し 
が 歪む お とき に 調 整 し ます 。 
通常 は 初期 値 の まま スタ ンド マイ ク の 
「 マ イク 音量 切替 ] を 調整 し て くだ さい 。 
初期 値 は 4 で す 。 歪 お と き は 小さ く 、 
声 が 小さ いと き は 大 きく し ます 。 


リャ ラズ 


人 @ 緊急 通報 時 間 * 
緊 切通 報 の 送信 時 間 を 設定 で きま す 。 
初期 値 は 1 0 秒 で す 。 


10 一 60 秒 (10 秒 ス テッ プ ) 


[VOX デ ィ レ イタ イム ] 
1 秒 


二 L4M5 | 9 


[マイ ク 音 量 ] 


0 | 計 ーー 


[緊急 通報 時 間 ] 
10 秒 


g り 0 | 5 


受信 設定 


人 パル ( 落 信 通知 ) 
交互 通話 、 中 継子 機 通話 向け の 機能 で 
す 。 着信 を ベル 音 と アイ コン で お 知ら 
せ し ま す 。 通話 中 は 鳴り ませ ん 。 し ば 
生け 開 し 
。 初期 値 は オフ で す 。 


オフ / オン 


@⑯ ス ピー カー 出力 
どの スピ ー カ ー を 鳴ら すか 設定 し ます 。 
初期 値 は 本 体 で す 。 


本 体 / スピ ー カ ー マ イ ク / ALL 


音声 ルー プ 

ら 者 同時 通話 時 に 設定 する こと で 、 第 
3 者 が 通話 を 聞け る よう に な り ま す 。 
また 3/4 者 同時 通話 は 設定 し な く て も 
同じ チャ ン ネ ル グ ル ー プ に すれ ば 全員 
の 通話 が 聞こ えま す 。 
初期 値 は オフ で す 。 


オフ / オン 


@PTT オン / オ フミ 
送信 を 禁止 し て 受信 専用 に する 機能 で 
す 。 オ フ に する と VOX 送信 も で き な 
く な り ま す 。 本 機能 を オフ に し て PTTI 
操作 する と 「PTT OFF」 と 表示 され ま 
す 。 初 期 値 は オン で す 。 


オフ / オン 


セッ トモ ー ド 


[ベル ] 


要り | ーー 


2 


ーー ーー 
音声 ルー プ ] 


唐 PC | Ra- 


2 


四 | -maー 
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セッ トモ ー ド 


@⑯ トー ンマ ー ジ ン * ー 
グル ー プ トー ク 機 能 の 信号 の 読み 取り | [トー ンマ ー 
精度 を 調整 で きま す 。 区 社 製 の 旧型 機 っ 
1 ー プ トー ク で の 骨 話 電源 の 切り 忘れ を 防ぐ 機能 で す 。 無名 | [オー ト パ ワー オフ ] 

ト 安 定 な だ さい 。 通 作 の 状態 が 設定 時 間 続く と 、 自 動 的 に オフ 
常 は オフ の まま 使用 し て くだ さい 。 電源 が 切れ ます 。 通 常 は オフ の まま 使 0 | 本 で 


電源 設定 
オー トバ ワー オフ 


5 | msー 


初期 値 は オフ で す 。 し て くだ さい 。 


オフ / オン オフ /30 分 / 1 時 間 / 1 時 間 30 分 


意 ・ 本 機能 を オン に する 前 に 、 グ ルー プ 番 号 08 - 38 番 を お 試し くだ さい 。 生 
・ 本 機能 を オン に する と 、 他 の グル ー プ 番号 の 声 が 聞こ えた り 、 受 信 終 了 時 田 探 作 音 設 


に 「 ザ ッ 」 音 が 聞こ える こと が あり ます 。 
@ サ ウン ド 5 評 
モニ ター モー ド ・ 林 機 の 操作 斉 や 牧 昔 の 和 拓 が 選ぶ べ ます 。 | [サウ ンド ] 1 
2 紀 交 王 下 ご 初期 値 ALL で は 全て の 操作 音 と 音声 ガ 
交通 話 、 中 和子 村 専用 の 機能 で | [モー ター モー ド 」 イド が 旧い 、 オフ は ー 職 り ま せ ん 。 攻 人 0 
す 。 待 受 画面 で 「 戻 る ] キー と 「CHI オフ | 蘭 = 
キー を 同時 に 押す と スケ ル チ を 開放 し | 一 1 ルー = に ーー オフ / ビー プ / ガイ ダン ス / ALL 
て 「 ザ ー」 音 が 聞こ えま す 。 受信 状態 軸 由 | 更 了 0 
の チェ ッ ク な ど 管 理 者 向け の 機能 で す 。 
通常 は オフ の まま 使 し た の だ さい 守 意 本 機能 を オフ に する と 、 緊急 通報 や お 願い コー ル の お 知ら せ も 鳴ら な く な り 
初期 値 は オオ フ で す 。 に の 00G 証 己 生 雪 く に こし 
オフ / オ ン 
人 @ 探 作 音量 品 = 時 
本 機 の 骨 話 の 音量 と 操作 音量 は 連動 し | [ 控 作 音量 ] 


同時 通話 ・ 連 結子 機 通 話 ・ デ ュ ア ルオ ペレ ーション の 場合 、 ませ ん 。 操作 音 と ガイ ド の 音量 は 5 自 
本 機能 は 動作 し ませ ん 。 階 で 設定 で きま す 。 菩 4 隆 * = ms 


・ 本 機能 動作 中 は 、 各 種 機能 に よる 送信 は で きま せん 。 初期 値 は 3 で す 。 


Eo) 


画 表 示 設定 
@⑯ バ ッ ク ラ イト タイ マー 


液晶 部 の 照明 は 


動 で 消せ ます 。 


オフ は 常時 消灯 オン は 


灯 、 秒 は キー や ダイ ヤル 操作 の あ 


と 照明 が 自 
初期 値 は オン で す 。 


動 で 消え る まで の 時 間 で す 。 


オフ /5 秒 /10 秒 /30 秒 /60 秒 / 


オン 


人 @ カラ ー 


ディ スプ レイ の バッ クラ イト の 色 を 説 


定 し ます 。 初期 値 は ホワ イト で す 。 


ホワ イト / レッ ド / ブル ー/ グリ ー ン 


パー プル / イエ ロー / ライ トブ ルー 
人 @ 明 る さ 
ディ スプ レイ の 明る さ を 設 定 し ます 。 


初期 値 は 5 で す 。 


オフ /1 < 5 


コン トラ スト * 


ディ スプ レイ の 濃 さ を 設定 し # 
初期 値 は 3 で す 。 


1 <5 


@⑯ ラ ンプ 
LED ラン プ の 明る さ を 設 定 


期 値 は High,Low は 暗く な りき 


し ます 。 初 


ます 。 オ 


フ は 常時 消灯 で す 。 故障 と 間違え る の 


で 通常 は 使い ませ ん 。 


オフ / Low / High 


常 時 点 


[バッ クラ イト タイ マー 上 


四 4 | 計 ーー 


[カラ ー] 
ホワ イト 
本 | ー 戻 る 一 
完了 


[明る さ ] 
EAI | 


[コン トラ スト ] 
3 
時 | 計 証 


[ラン プ ] 


本 | 


@ CH 非 表示 


CH 番号 な どの 表示 を 隠す 


受 定 で す 。 


初期 値 は オフ で 常時 表示 、 秒 は キー や 


ダイ ヤル 操作 の あと 表示 が 「-- 


」 に 変 


わる まで の 時 間 で す 。 操 作 を 


すれ ば 表 


示 は 戻り ます 。 初期 値 は オフ で す 。 


オフ /5 秒 /10 秒 /30 秒 /60 秒 


人 @ 周波 数 表示 * 
交互 通話 ・2 者 同時 通話 ・ 


中 継子 機 通 
昌 


話 連結 子 機 通話 で 使用 で き 8 


す 。 C 


表示 の 代わ り に 周波 数 を 表示 
で す 。 初期 値 は オフ で す 。 


オフ / オン 


する 機能 


待 受 画面 左下 に 受信 信号 の 強 


友 人 を 9 


テ ナ ア イコ ン は 消え ませ ん 。 


S メー ター を 表示 し ます 。 標準 の アン 


セッ トモ ー ド 


[CH 非 表示 ] 


本 中 | ーー 


[周波 数 表示 ] 


本 | ーー 


[S メ ー タ ー 人 


Ci | ーー 
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セッ トモ ー ド 


一 中 継子 機 設定 * 一 連結 子 機 設定 * 
人 @ 中 継 接続 手順 * 加 人 @ アクセス 速度 * 
中 継 アク セス 時 の 自動 接続 手順 を 解除 | 中継 接 続 手 順 ] 混信 が 全く な いよ うな 電波 環境 が 良い 
する 機能 で す 。 通 常 は オン で 使用 し て 2 と ころ で は 連結 中 継 の パフ ォ ー マ ンス 
くだ さい 。 初期 値 は オオ ン で す 。 人 | 本 を 上 げ る こと が で きま す 。 子 機 と 中 継 
器 す べ て で この 項目 を オン に し ます 。 
オフ / オ ン 混信 な どの 干渉 を 受け る 場所 で オン に 
する と 中 継 器 の 誤 判定 な ど が 起き 、 パ 
は 2 か プー ニー ロ フォ ー マ ン ス が 低下 し ます 。 初期 値 は 
0 本 2 オフ で す 。 オン に し た ら 十 分 に 通話 テ 
無線 機 か ら の 送信 が 終わ っ て も 中 総 動 ト NI) ど 叶 時 が お 0D 玖 ぐだ さい 
作 を 保持 する 時 間 を 設定 で きま す 。 3 SH 
初期 値 は オフ で す 。 較 州 ーー オラ / オン 
オフ /0.5 秒 /1 秒 / ら 秒 @ ア クセ ス 音 
ノ ー フ ヒー ニコ 
ーー 通話 開始 と 終了 時 の ビー ブ 音 の 動作 を [アク セス 音 ] 
@ 中 総 アラ ー ム [中 継 ア ラー ム 設定 で きま す 。 初期 値 は ALL で す 。 ALL 
中 継 動作 終了 時 に 中 継 器 か ら ア ラ 人 四 る ー 
音 を 送信 する 機能 で す 。 オフ / アク セス 音 / エン ド ピ ビー / ALL = 
初期 値 は オオ フ で す 。 芝 2 | 
オフ / オン ビー コン 問 隔 時 間 * ビー コン 中 
中 機器 が 送信 する ビー コン の 間 同 時 間 | 間隔 時 間 ] 
as を 設定 し ます 。 通 常 は 10 秒 で 使用 し 10 秒 
これ ら の 項目 は 「 中 継 リモ コン ] 機能 で 遠隔 設定 も や でき ます 。(P.29) NMREIIR GII 「 | Ei 


オフ /5/10~60 秒 
(10 秒 ス テッ プ ) 


アク セス 速度 と ビー コン 間隔 は 「 中 継 リ モコ ン 」 機能 で 遠隔 設定 で きま す 。 
考 (P.29) 


注意 間隔 時 間 を 短く する と 最寄り の 中 継 器 を 判定 する 精度 が 高く な り ま す が 、 通 
話 時 に 頭 切れ する お それ が あり ます 。 間隔 時 間 を 長く する と 最寄り の 中 継 器 
を 判定 する 精度 が 低く な り ま す 。 され る 前 に 十分 に 実験 し て か ら 確 認 し 
て くだ さい 。 


田 デ ュ ア ルオ ペレ ーション 計 
人 @ 動 作 設定 


デュ アル オペ レー ショ ン す る と き オ ン 
に し ます 。 初期 値 は オフ で す 。 


オフ / オン 


本 項目 の メイ ン **、 サ ブ ** は 、 そ 
れ ぞ れ に 設定 する 機能 を 表し ます 。 グ 
ルー プ ト ー ク 番号 、 コ ン パ ンダ ー、 秘 
話 の 各種 設定 は 通常 の 運用 モー ド と は 
別に 設定 で きま す 。 


人 @ メ イン CH 計 
メイ ン CH を 設定 し ます 。 
初期 値 は LO1 で す 。 


LO01 一 LO9、b01 一 b11 
L10A 一 L18A、b12A 一 DogAP 
L10B 一 L18B、Db12B 一 DB 


@ サ け サブ CH 計 
サブ CH を 設定 し ます 。 
初期 値 は LO1 で す 。 


LO01 一 LO9、b01 一 b11 
L10A 一 L18A、Db12A 一 DogA 
L10B 一 L18BB、b12B 一 Do2gB*Y 


人 @ メイ ング ルー プ 
メイ ン CH の グル ー プ トー ク 番 号 を 設 
定 し ます 。 初期 値 は 01 で す 。 


01 一 50 


[動作 設定 ] 


オフ 
本 | -%- 


[メイ ン CH] 
L01 
0 | 隊 * 2 


[サブ CH] 
L01 
Emeecp 


[メイ ング ルー プ ] 


中 | 8 


@ け ブ グ ルー プ 3 
サブ CH の グル ー プ トー ク 旭 
し ます 。 初期 値 は 01 で す 。 


01 一 50 


@⑱ メ イン コン パン ダー 
メイ ンコ ン パ ンダ ー を 設定 し ます 。 
初期 値 は オフ で す 。 


オフ / オン 


人 @ け ブ コ ン バ パン ダー も 
サブ コン パン ダー を 設定 し 8 
初期 値 は オフ で す 。 


す 。 


オフ / オン 


人 @ メイ ン 秘 話 設定 
メイ ン 秘 話 を 設定 し ます 。 
初期 値 は オフ で す 。 


オフ / オン 


@ サ ブ 秘 話 設定 
サブ 秘話 を 設定 し ます 。 
初期 倫 は オフ で す 。 


オフ / オン 


人 @ 再開 時 間 設 定 


デュ アル オペ レー ショ ン で 受信 終了 後 


に 動作 再開 する まで の 時 間 を 設定 し 8 
す 。 初 期 値 は 5 秒 で す 


1 5 秒 


セッ トモ ー ド 


[サブ グル ー プ ] 


要 | ーー 


[メイ ンコ ン パ 0 


相 和 0 | ーー 


EAN 


菩 AL | Ra- 


に 


記 り lg | maー 


[サブ 秘話 設定 ] 


3 | msー 


[再開 時 間 設定 ] 


Ci | gsー 


セッ トモ ー ド 


田 短縮 設定 
P.26 で 説明 し た 、 機 能 キ 一 長 押し 時 の 動作 で す 。 
@ [ 逢 縮 設定 ] 
短縮 設定 に 緊急 通報 を 割り 当て ます 。 臣 名 通報 


初期 値 は 緊急 通報 で す 。 


0 | 3- 


@ スキャン 后 名 
交通 上 中 結 機 通用 の 機能 で す 。| [短編 設定 ] 、 

管理 者 が 比較 的 空い た CH を 探す な ど スキ ャ ン 

の 用 途 に 使う も の で す 。 一 般 の ユー ザ 8 3 

は 自動 で チャ ン ネ ル が 変わ る と 故障 と 

思わ れる の で ご 注意 くだ さい 。 


9 は な 


田 別 売 マ イク の 取付 け 


右側 の ゴム の 端子 カバ ー を 外し 8 


9 。 右側 の イク コネ クタ ー の 溝 の 向き に 注 


意 し な が ら コ ネクター を 挿入 し 8 


ます 。 リ ング を 止ま る まで 回 し て し っ か り 固 定 


し ます 。 外し た ゴム キャ ッ プ は 必ず 保管 し こく だ さい 。 マ イク を 外し た ら キ ャ ッ 


プ を 戻し て くだ さい 。 


圏 ヒ ュー ズ の 交換 


本 体 の 電源 ケー ブル は ヒュ ー ズ (5A/125V) が 1 本 使わ れ て いま 


ヒュ ー ズ が 切れ て 電源 が 入ら な く 
不具 合 の 原因 を 取 除い た あと ト 


な っ た と き は 、 電 源 ケ ー ブ ル の 
の よう に 取替え て くだ さい 。 


宇 意 本 体側 の 電源 ケー ブル の ヒュ ー ズ は 5A、 バ ッ テ リ ー 側 の 電源 ケー ブル の 
ヒビ ュー ズ は 15A で す 。 


故障 と お 考え に な る 前 に ・…・…・…・ 


「 故 障 か な ?」 と 思わ れ た ら 、 ま ず 以 下 の 「 処 置 ] を お 読み くだ さい 。 


マイ ク や ク 
て くだ さい 。 


ブル が 原因 の 不具 合 も 有り き 
設定 の 間 違 


す の で 、 必 ず ア クセ サリ ー も 点検 し 


いな ど は リセ ッ ト を する と 回 復 す る 場合 が あり ます が 、 


意図 し た 設定 まで 初期 化 さ れる の で 注意 が 必要 で す 。 


※「 何 か 間違っ た 操作 を し て 設定 が お か し く な っ た …」 と いう 時 は 、DR-PM 
300SE 同士 で あれ ば 、 正 常に 動く 個体 を 親 に し て P.28 の エア クロ ー ン 
を お 試し くだ さい 。 

症状 原 因 処 置 
電源 を 入れ て も 、] 電 源 ケ ー ブ ル が 接触 不良 を 起 | ケー ブル や ヒュ ー ズ に 異常 が 無い 
ディ スプ レイ に | こし て いる 。 か 点検 し て くだ さい 、。 

何 も 表 示さ れ な | 電源 の ( ) 端子 と ( 一 ) 端 | 電源 ケー ブル ( 付属 品 ) の 赤色 側 
い 。 子 の 接続 が 逆 に な っ て いる 。| を ( + ) 端子 、 黒 色 側 を ( 一 ) 端 

子 に 接続 し こく だ さい 。 

ヒュ ー ズ が 切れ て いる 。 ヒュ ー ズ が 切れ た 原因 を 除い た あ 
と 、 指 定 容 量 の ヒュ ー ズ と 交換 し 
て くだ さい 。 

ディ スプ レイ の | 明る さ 設 定 が 低く な っ て い | 明 る さ 設 定 を 高く 設定 し て くだ さ 
表示 が 暗い 。 る 。 。 
ディ スプ レイ の |CPU が 誤 作動 し て いる 。 リセ ッ ト し て くだ さい 。 
表示 が 異常 に 電源 ケー ブル を 一 旦 抜 いて 再度 接 
な っ て いる 。 続 し て くだ さい 。 
スピ ー カ ー か ら が 低 す ぎる 。 設定 値 | 適切 な 音量 に レベ ル を 変え て くだ 
音 が 出 な い 。 が 不適 切 (P.15) さい 。 
受信 で き な い 。 | 送信 状態 に な っ て いる 。 「PTT」 スイ ッ チ を 操作 し て 受信 


に し て くだ さい 。 


間 種 動作 設定 の スピ ー カ ー 
出力 設定 が 不適 切 。 (P.37) 


設定 を 見 直し て くだ さい 。 


秘話 が 一 致し て いな い 。 


秘話 を 一 致 さ せる 、 も し く は 送信 
側 と 受信 側 の 秘話 を オフ に し て く 


だ さい 。 
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症状 原 処 置 
送信 が で き な い 。 |]「PTT]」 や 「MICH スイ ッ チ [|「PTT」 や 「MIC] スイ ッ チ を 押 
送信 し て も 応答 [が 確実 に 押さ れ て いな い 。 し て ラン プ を 赤色 点灯 させ て くだ 
が な い 。 さい 。 


チャ ン ネ ル (周波 数 ) や 通話 | 相手 と 通信 可能 な チャ ン ネ ル ・ 設 


方 式 が 間違っ て いる 。 定 に 正しく 合わ せ て くだ さい 。 
キャ リア セン ス が 働い て い | 他 の 電波 が な く な る の を 待っ て か 
る 。 ら 送 信 し て くだ さい 。 
キー に よる 操作 | キー ロッ ク が 設定 され て い | キ ー ロ ッ ク の 設定 を 解除 し て くだ 
が で き な い 。 る 。 さい 。 
Bluetooth ア ク | ベ アリ ング され て いな い 。 | ベア リン グ 方 法 に 従っ て ペア リン 
セ サ リ ー ガ が 動作 グ し て くだ さい 。 
し な い 。 他 の Bluetooth ア クセ サリ ー | 使用 し な い Bluetooth アク セ サ 


と 接続 され て いる 。 リー の 電源 は オフ に し て くだ さ 
い 。 
画 無線 部 と 操作 部 の 問 の 通信 に 異常 が 出る と [通信 エ ラー で す 」 と 表示 が 出 ます 。 


連結 ケー ブ 


ル の 断線 、 


コネ ク 


一 接続 な どの 異常 が な いか 点検 し て こく だ さい 。 


ケー ブル や 接続 に 問題 が 


職 け れ ば 本 体 の 異常 が 考え られ 8 
の 上 、 販 売店 か 弊社 サー ビス セン ター に ご 相談 くだ さい 


す 。 次 項 を お 読み 
フリ ー ダ イヤ ル は 


裏表 紙 に 記載 し て いま 


す 。 


アフ ター サー ビス に つい て 


田 保 証書 


保証 書 は 購入 店 名 、 購 入 


の 記入 (また は 再 


貼 人 


ステ ッ カ 
載 の 製造 番号 を お 確か め の 上 、 本 書 と 一 緒 に 大 切 に 保管 し て くだ さい 


け な ど ) と 、 記 


。 記載 が 


な いと き は 販売 店 発行 の レシ ー ト 、 納 品 書 な ど 購 入 店 と 購入 


が 証明 で きる 書 


SR い 。 購 入 店 と 購入 
無効 と な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


ョ 保証 期間 
同 梱 の 保証 書 に 記載 され て いる 期間 で す 。 


が 証明 で き な 


い 場 合 は 製品 保証 


正常 な 使 
品 に 有効 な 保証 書 0 お 
窓口 へ ご 相談 くだ さ 


一 保証 期間 が 過ぎ た ら 


態 で 上 記 の 期間 中 に 万 一 の 故障 が 


お 買い 上 げ い た だ いた 販売 店 また は 弊社 サー ビス 窓 


へ ご 相談 くだ さい 。 


E じ た 場合 は 、 お 手数 で す が 製 
きい 上 げ い た だ いた 販売 店 また は 弊社 サー ビス 
s 保証 書 の 規定 に し た が っ て 無償 修理 いた し ます 。 


修理 


に d 


ます 。 


アフ ター サー ビス や 製品 に 関す る よく ある ご 質問 は 


キー ワー ド に ネッ ト 検索 し て くだ さい 。 
: 不 明 な 点 が あり まし た 
へ ご 相談 くだ さい 。 


ご 
窟 
画 抽 千 


ト っ て 機能 が 維持 で きる 場合 に は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有償 で 


ら 、 お 買い 上 げ い た だ いた 販売 店 


「 ア ルイ ンコ 


終了 製品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 


* 修 理 い た し 
電子 FAGJ 


また は 弊社 サー ビス 


弊社 で は 製造 終了 後 も 1 


ト 記 の 期間 、 製 品 を お 使い 頂け る よう に 最低 限 必 


修 用 部 品 を 常備 し て いま す 。 た だ し 不測 ・ 


不可 抗力 の ョ 


な 補 


態 に より 在庫 


部 品 に 異 


と も あり 


ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さ 


常 が 発生 し た よう な 場合 は アフ ター 際 織 ビス を ご 提供 で き な く な る こ 


補修 部 品 の 保有 期間 は 、 生産 終了 後 ロ 年 で す 。 


画 注 意 事項 
・ 改 造 、 分 解 され た り 銘 板 や ラベ ル 類 が 剥が され 
と が あり ます 。 


た 製 


品 は 、 


・ 修 理 見 積 や 保険 用 の 証明 書類 の 発行 は 、 一 部 
・ 本 製品 に は 明確 に 定め られ た 製品 
・ 弊 社 の 製品 保証 に は 、 取 付け や 取外し に 掛か る 費 


償 で 


9。 


命 は あり ませ ん 。 


は 含ま れ て い 8 


・ 樹 脂 成型 時 に 細か い ラ イン が 入る こと が あり 8 


す が 、 


異常 で は あり 8 


・ 印 字 に つい て 美観 上 の 問題 が 無い 範囲 


で わずか な ムラ が あり ます 。 


修理 を お 断り する こ 


せん 。 


せん 。 


・ ス タン ド マ イ ク (ね じ 込 み 式 ) 
EMS-924 (スペ ア ) 


・ イ ヤ ホ ンマ イク 
EME-8OBMA Bluetooth 対応 
掛け イヤ ホン 付属 


・ 連 結 ケー ブル 5m 

EDS-40S05 (スペ ア ) 

・ 連 結 ケー ブル 10m 
EDS-40S10 


EMS-61 


・IP67 相当 防水 スズ ピー カー マイ ク 


EMS-87B Bluetooth 対応 
(交互 通話 ・ 中 継子 機 通話 専用 ) 


・ 屋 内 設置 型 中 継 器 
DJ-P1 13R 中 継 機 能 全 て に 対応 


・ 無 線 部 ブラ ケッ ト 
EBC-66 (スペ ア ) 


・ モ ー ビ ル ブラ ケッ ト 
FM0078Z( スペ ア ) 
止め ね じ AEO012 は 付属 な し 


・ 電 源 ケ ー ブ ル 
UAO038AY( スペ ア ) 

・ セ パレ ー ト キッ ト 

EDS-9 

・ セ パレ ー ト ・ カ プラ ー 

EDS-34 


マイ クキ ャ ッ プ 、 取 付 ネ ジ 等 の 付属 品 も 補修 用 部 品 と し て お 求め に な れ ま す 。 


ご 購入 店 へ ご 注文 くだ さ し 


)。 


・EMS-62 や EMS-7 1 、EME-63A/64A 等 の ね じ 込 み プ ラグ を 採用 する 


携帯 型 無線 機 用 の マイ ク 類 は お 使い に な れ ま せん 。 音 声 出力 が 異な る た め 、 


音量 を 上 げ る と スピ ー カ ー が 故障 し ます 。 


・EMS-87BNC (Bluetooth ・ ノ イズ キャ ン セ ル 対 応 ) も ペア リン グ す れ 


ば お 使い に な れ 8 


す が 、 内 蔵 の ノイ ズ キ ャ ン セ ル 機 能 は 本 機 で は 動作 し ま 


せん 。 本 機 用 に は 必ず EMS-87B と 指定 し て お 買い 求め くだ さい 。 


45 


46 


70 問 


送受 信 周 小数 |L チャ ン ネ ル |421.8125 一 421.9125MHz (B) 
428.2000 一 4288.3000MHz 

440.8655 一 440.3685MHz (A) 

b チャ ン ネ ル |421.5750 一 4281.7875MHz B) 
428.0500 一 42g.1 750MHz 

440.0250 一 440.2375MHz (A) 


制御 チャ ン ネ ル |421.80 


00MHz、482.1875MHz、440.2500MHz 


電波 型式 F3E F1D 
送信 出力 0mW_ 1mW 
受信 感度 ー 14dBu (12dB SINAD) 
音声 出力 ら W 以上 (本 体 / 外部 )、B00mW 以上 (スピ ー カ ー マ イ ク ) 
通話 方 式 信 、 半 複 信 、 複 信 
定格 電圧 3.8V 土 1096 また は 、 ら 26.4V 109% 
消費 電流 350mA 以下 (送信 時 ) 
600mA 以下 (受信 時 ) 
300mA 以下 (待ち 受け 時 ) 
動作 温度 範 因 10C ー+ 50C 
外形 寸法 無線 部 59.8 x 411.0 x 34.0mm 
W※XHX※XD | 操作 部 140.0 x 40.0 x 178.0mm 


質量 ( 約 ) 約 8600g 
(無線 部 ブラ ケッ ト 、 連 結 ケ ー ブ ル 5m、 ス タン ド マ イ ク 含 む ) 


外郭 保護 性 能 

* マ グ ネ ッ ト 基 台 と EDS- 

P6X : ベビ ー パ ウ ダ ー 状 
せ た 試 験 器 内 に 8 
と を 確認 

PXG : 既定 の 条件 の 激 し 


40 接続 ケー ブル を 正しく 接続 し た 無線 部 : IP66/67 
の 粉 を 1 立方 メー トル 当り た り 2kg の 濃度 で 浮遊 さ 
時 間 放置 し て 、 製 品 内 部 に 一 切 粉塵 が 入っ て いな いこ 


い 水 流 を ホー ス で 全 方 向 か ら 掛け て も 悪影響 を 受け な 


い 耐水 性 を 確認 (IPX5 は 6 より 条件 の 緩やか な 噴流 を 掛け る ) 


PX7 : 室温 の 静 水 の 真水 の 水深 1m に 製品 を ゆっ くり 水没 させ て 静止 状態 で 
30 分 放置 し て も 中 に 水 が 入 ら な い 面 浸 性 を 確認 
EDS-40 ケー ブル を 接続 し な いと 防水 に は な り ま せん 。 


* 操 作 部 と EMS-924 マイ ク : 面 塵 ・ 防 水 で は あり ませ ん 。 


付録 
付録 表示 設定 デュ アル オペ レー ショ ン 色 
1 バッ クラ イト タイ マー オン 動作 設定 も オフ 
カラ ー ホワ イト メイ ン CH5。 LO1 
明る さ 5 サブ CH LO1 
_ コン トラ スト * 3 メイ ング ルー プ ミ 01 
一 設定 初期 値 一 覧 表 ラジ ヲ High サブ グル ー プ も 01 
CH 非 表示 オフ メイ ンコ ン パ ンダ ー$ オフ 
通信 設定 受信 設定 PO TRS ギ 
= 周波 数 表示 * オフ サブ コン パン ダー も オフ 
時 還 剛 了 に 8 メー ター 表示 *| オフ メイ ン 物語 設定 | オフ 
コン パン ダー AUTO スピ ー カ ー 出 力 本 体 サブ 秘話 設定 $ オフ 
秘話 設定 オフ 音声 ルー プ オフ EE ーー ーーーー 
こ 中 継子 機 設定 時 間 5 秒 
秘話 周波 数 3.4kHz PTT オン / オフ オン 連 | 還 "| MI を 
ノイ ズ キ ャ ン セ ラー* オフ 82 オフ 中 続 リ ング アッ プ * の 短縮 設定 
Bluetooth* オフ モニ ター モー ド オフ 中 継 ア ラー ム * オフ 緊急 通報 
ペア リン グ 一 覧 * - スキ ャ ン 
BT 接続 時 本 体 SP* オフ 電源 設定 連結 子 機 設定 * 
BT マイ ク 4 / ヤキ ー* 音量 変更 オー トバ パ ワー オフ オフ アク セス 速度 * オラ 
ーー sai アク セス 音 * ALL 
= ーー ーー ピー コン 商人 時 間 *| 10 秒 
PTT ホー ルド オフ サウ ンド ALL 
VOX オフ 操作 音量 3 
コー ル バ ッ ク “ オフ ・* マー ク が 付い て いる の は 拡張 セッ トモ ー ド の 項目 で す 。 
エン ド ピ ー 2 参考 "マー ク が 付い て いる の は Bluetooth に 対応 し て いな い 項 目 で す 。 
送信 出力 AUTO 
VOX ディ レイ タイ ム 1 秒 
マイ ク 音 量 4 
緊 切通 報 時 間 10 秒 


一 仕様 定格 は 予告 な く 変更 する 場合 が あり ます 。 

画 本 書 の 説明 用 イ ト は 、 実 物 と は 状態 や 形状 が 異な る 、 一 部 の 表示 を 
省略 し て いる 、 等 の 場合 が あり ます 。 

画 本 書 の 内 容 の 一 部 、 ま た は 全部 を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま す 。 
玉生 落 ] は お 取り 替え 致し ます 。 
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